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１－１ 集計結果 

１－１－１ 社会福祉法人調査 

（１）調査の対象と方法 

① 調査対象 

○社会福祉法人 ： 13,420 法人 （うち、都道府県・市町村社会福祉協議会 1,867 法人） 

独立行政法人福祉医療機構が運用する社会福祉法人財務諸表等電子開示システムに掲載されて

いるデータを活用し、調査対象法人（※）を抽出した。 

※保育所・認定こども園および関連事業の人員配置基準への社会福祉士の位置づけはなく、本調

査の対象になじまないものと考え、同事業のみを実施する法人は、本調査の対象外とした。 

※上記システムにおいて運営状況が「休止中」とされていた法人を本調査の対象外とした。 

 

② 調査方法 

web アンケートシステムにより作成した調査フォームの URL を郵送文書および電子メールにより調査対象

の社会福祉法人に周知し、web 調査フォームに回答の入力を求める方法により実施した。具体的な方法は、

下表のとおり。 

開始時の依頼 

2023 年 

9 月 5 日 

社会福祉法人全国社会福祉協議会の協力を得て、同会のメールニュース「地域福祉・ボラ

ンティア情報ネットワークメールニュース(社協版) / 2023(令和 5)年度／第 22 号(通算 967

号)」 2023.9.5」により、すべての都道府県・市区町村社会福祉協議会に web 調査フォー

ムの URL を周知し、調査への協力を依頼した。 

9 月 6 日 社会福祉法人全国社会福祉協議会・全国社会福祉法人経営者協議会の協力を得て、同

会のメールニュース「経営協情報 №21」により、同会の会員法人（約 7,700法人）にweb調

査フォームの URL を周知し、調査への協力を依頼した。 

9 月 7 日 上記①で抽出した 13,420 法人に対し、web 調査フォームの URL を記載した調査協力依頼

文書を郵送し（ゆうメール）、調査への協力を依頼した。 

 

（２）調査項目 

Q.1  法人の種別 

Q.2  2023 年度（令和 5 年度）法人単位資金収支計算書の「事業活動収入計」（当年度予算）の金額 

Q.3  雇用者数 

Q.4  法人本部所在都道府県 

Q.5  採用活動での応募要件における社会福祉士の位置づけ 

Q.6  2022 年度・2023 年度の社会福祉士所持者、社会福祉士国家試験受験資格所持者（国家試験不合

格者）の採用実績 

Q.7  社会福祉士の雇用状況（2023 年 4 月 1 日現在） 

Q.8  採用・配置している社会福祉士に期待すること 

国家資格取得支援調査 １ 
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Q.9  職員の社会福祉士取得に対する法人としての意向 

Q.10  社会福祉士資格取得に向けた支援の取り組み状況 

Q.11  社会福祉士所持者に対する資格手当 

Q.12  社会福祉士所持者に対する資格手当がある場合、その月額 

Q.13  社会福祉士の取得支援のうち、社会福祉士養成校との協力による取り組みの状況 

Q.14  今後、職員への社会福祉士取得支援を行っていく際、社会福祉士養成校に期待・希望すること 

Q.15  ソ教連や他団体が実施している国家試験受験対策教材等への利用意向 

Q.16  社会福祉士取得を目指す職員に対するソ教連「受験者応援用ＳＮＳ（LINE）」の登録・利用勧奨意向 

Q.17  社会福祉士国家試験受験資格を保有する職員（未受験、不合格者）の人数 

Q.18  職員の資質向上に向けた学習機会の確保（社会福祉士資格に限定しない）に関する法人の方針 

 

（３）調査期間・回答数（受付数） 

① 調査期間 ： 2023 年 9 月 5 日～2023 年 10 月 16 日 

② 回答数：1,168 件 

 

（４）調査結果 （設問別集計結果） 

Q.1  所属法人種別（N=1168） 

回答者の所属する法人種別については「社会福祉協議会以外の社会福祉法人」が 807 件（69.1％）であ

り、残りの 3 割が「社会福祉協議会」であった。 

 

 
 

Q.2  2023 年度「法人単位資金収支計算書」における「事業活動収入計」の金額（N=1117） 

法人単位資金収支計算書における「事業活動収入計（2023 年度）」では「4 億円～10 億円未満」とする回

答が最も多く 290 件（26.0％）、次いで「1 億円～2 億円未満」の 216 件（19.3％）となっていた。特定規模の

法人からの回答が集中しているわけではなく、様々な規模の法人から回答を得ることができた。 

 

 
 

  

度数 %

社会福祉協議会以外の社会福祉法人 807 69. 1%

社会福祉協議会 361 30. 9%

合計 1168 100. 0%

0 200 400 600 800 1000

度数 %

１ 億円未満 198 17. 7%

１ 億円～２ 億円未満 216 19. 3%

２ 億円～３ 億円未満 134 12. 0%

３ 億円～４ 億円未満 121 10. 8%

４ 億円～１ ０ 億円未満 290 26. 0%

１ ０ 億円～ 158 14. 1%

合計 1117 100. 0%

0 30 60 90 120 150 180 210 240 270 300
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Q.3  法人全雇用者数における正規・非正規職員の人数（令和５年４月１日現在） 

法人全雇用者数における正規職員の人数は「21 人以上 50 人以下」が最も多く 323 件（30.0％）、次いで

「51 人以上 100 人以下」が 217 件（20.1％）、「10 人以下」が 201 件（18.6％）の順となっていた。また、非正

規職員の人数では「21人以上50人以下」が最も多く328件（30.6％）、次いで「10人以下」が244件（22.8％）

であった。正規・非正規職員数を合算して総職員数をみたところ「51 人以上 100 人以下」の規模の法人が最

も多く 281 件（26.3％）であった。 

 

正規雇用（N=1078） 

 
 

非正規雇用（N=1071） 

 
 

正規雇用・非正規雇用合算（N=1069） 

 
 

  

度数 %

10人以下 201 18. 6%

11人以上20人以下 172 16. 0%

21人以上50人以下 323 30. 0%

51人以上100人以下 217 20. 1%

101人以上200人以下 100 9. 3%

201人以上500人以下 56 5. 2%

501人以上 9 0. 8%

合計 1078 100. 0%

0 50 100 150 200 250 300 350

度数 %

10人以下 244 22. 8%

11人以上20人以下 180 16. 8%

21人以上50人以下 328 30. 6%

51人以上100人以下 172 16. 1%

101人以上200人以下 100 9. 3%

201人以上500人以下 39 3. 6%

501人以上 8 0. 7%

合計 1071 100. 0%

0 50 100 150 200 250 300 350

度数 %

10人以下 54 5. 1%

11人以上20人以下 97 9. 1%

21人以上50人以下 275 25. 7%

51人以上100人以下 281 26. 3%

101人以上200人以下 205 19. 2%

201人以上500人以下 126 11. 8%

501人以上1000人以下 20 1. 9%

1000人以上 11 1. 0%

合計 1069 100. 0%

0 50 100 150 200 250 300 350
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Q.4  法人本部が所在する都道府県（N=1123） 

法人が所在している都道府県では「北海道」が最も多く 86 件（7.7％）、次いで「東京都」の 67 件（6.0％）と

なっていた。今回のデータでは全ての都道府県から回答を得ることができた。 

 
 

  

度数 %
北海道 86 7.7
青森県 23 2.0
岩手県 25 2.2
宮城県 18 1.6
秋田県 14 1.2
山形県 14 1.2
福島県 18 1.6
茨城県 23 2.0
栃木県 24 2.1
群馬県 25 2.2
埼玉県 33 2.9
千葉県 37 3.3
東京都 67 6.0
神奈川県 44 3.9
新潟県 25 2.2
富山県 5 0.4
石川県 10 0.9
福井県 9 0.8
山梨県 11 1.0
長野県 30 2.7
岐阜県 18 1.6
静岡県 34 3.0
愛知県 47 4.2
三重県 19 1.7
滋賀県 13 1.2
京都府 26 2.3
大阪府 54 4.8
兵庫県 37 3.3
奈良県 15 1.3
和歌山県 9 0.8
鳥取県 3 0.3
島根県 14 1.2
岡山県 18 1.6
広島県 31 2.8
山口県 14 1.2
徳島県 9 0.8
香川県 7 0.6
愛媛県 19 1.7
高知県 14 1.2
福岡県 46 4.1
佐賀県 11 1.0
長崎県 21 1.9
熊本県 34 3.0
大分県 16 1.4
宮崎県 14 1.2
鹿児島県 19 1.7
沖縄県 20 1.8
合計 1123 100.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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Q.5  活動での応募要件における社会福祉士の位置づけ（N=1078,MA） 

採用活動の中で社会福祉士所持を「必須」の応募要件とした募集の経験がある法人は 272 件（25.2％）で

あり、残りの 75％は社会福祉士所持を必須とする応募をした経験が無いことが明らかとなった。また、社会福

祉士を応募要件に設定した募集をしたことがないとする法人は 398 件（36.9％）であった。 

 

 
 

Q.6  2022 年度と 2023 年度を通した社会福祉士所持者、社会福祉士国家試験受験資格所持者（国家試験不

合格者）の採用実績 

過去 2 年間の社会福祉士所持者の採用については 467 件（43.4％）が「採用あり」と回答していた。一方

で社会福祉士国家試験受験資格所持者（国家試験不合格者）については「採用あり」が 239 件（23.5％）に

留まり、「わからない」とする回答が 1 割程度あった。 

 

 
 

Q.7  社会福祉士の雇用と職務の状況（令和５年４月１日現在）（N=1082） 

雇用している社会福祉士について、社会福祉士として職務（相談援助業務）に就かせている法人は 590

件（54.5％）であった。他方で、社会福祉士を所持している職員を雇用しているものの、社会福祉士としての

職務に就かせているわけではないとする回答も 352 件（32.5％）みられた。 

 

 
 

  

度数 %

社会福祉士所持を「必須」の応募要件とする募集をしたことが

ある
272 25. 2%

社会福祉士を所持していれば「より望ましい」とする応募要件

で募集をしたことがある
432 40. 1%

社会福祉士所持を応募要件の「１つの選択肢（他の要件で代替

可能）」として設定した募集をしたことがある
308 28. 6%

社会福祉士を応募要件に設定した募集をしたことはない 398 36. 9%

0 100 200 300 400 500

採用あり 採用なし
わから な

い
合計

社会福祉士所持者 467 585 25 1077

社会福祉士国家試験受験資格所持者

（国家試験未合格者）
239 637 141 1017

43.4

23.5

54.3

62.6 13.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

度数 %

社会福祉士を所持している職員を雇用し、社会福祉士として職

務（相談援助業務）に就かせている
590 54. 5%

社会福祉士を所持している職員を雇用しているが、社会福祉士

としての職務に就かせているわけではない
352 32. 5%

社会福祉士を所持している職員は雇用していない 134 12. 4%

社会福祉士を所持しているかしていないか把握していないため

分からない
6 0. 6%

0 100 200 300 400 500 600
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Q.8  法人において採用・配置している社会福祉士に期待すること 

法人が採用・配置している社会福祉士に期待することについて内容ごとにたずねたところ、個別支援や連

携・協働体制の構築、地域支援については 6 割以上の法人が「期待している」と回答していた。中でも「利用

者・家族への個別支援」については 777 件（73.4％）と、高い期待度がうかがえた。他方で、「事業所・施設・

法人の経営・運営」については「期待している」が 410 件（38.9％）と、他の内容に比べて期待する度合いは

低調であった。 

 

 
 

Q.9  職員への社会福祉士取得に対する推奨意向 

国家試験受験資格保有者に対して国家試験の受験および合格を「推奨している」とする法人は 476 件

（44.9％）であり、「少しは推奨している」の 239 件（22.6％）と合わせると 7 割近くの法人が受験・合格を推奨

していることがわかる。他方で、「推奨も否定もしていない」についても 297 件（28.0％）あり、法人間の推奨度

合いにも差があることが見て取れる。「受験資格取得に向けた養成課程への入学」については「推奨してい

る」「少しは推奨している」を合わせた数と同程度に「推奨も否定もしていない」という意向が示されていた。 

 

 
 

Q.10 社会福祉士取得に向けた法人での取り組み（支援）状況 

資格取得に向けた法人での取り組みについてたずねたところ、取り組み内容については「実施していない」

とする回答が多く、特に「施設・事業所内での国家試験受験のための勉強会の開催」については「実施して

いない」が 939 件（93.2％）であり、大半の法人で実施されていない傾向が示された。法人の取り組みとして

最も採用されていた内容としては「国家試験当日や受験勉強機関の業務調整」の 272 件（27.0％）であり、国

家試験合格時の奨励金支給を行っている法人も「実施している」と「一部実施している」を合わせると 2 割以

上存在した。 

 

期待し て

いる

少し は

期待し て

いる

期待し て

いない

社会福祉士を

雇用・ 配置

し ていない

合計

利用者・家族への個別援助 777 115 23 144 1059

事業所・施設内の連携・協働体制

の構築・向上
646 228 37 144 1055

地域福祉推進に向けた地域支援

（地域貢献活動等含む）
664 207 43 139 1053

事業所・施設・法人の経営・運営 410 361 105 177 1053

73.4

61.2

63.1

38.9

10.9

21.6

19.7

34.3 10

13.6

13.6

13.2

16.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

推奨し て

いる

少し は

推奨し て

いる

推奨も

否定も し て

いない

否定的

である
合計

国家試験保有者の試験受験・合格 476 239 297 0 1012

受験資格取得に向けた養成課程へ

の入学
286 231 486 1 1004

44.9

27.1

22.6

21.9

28

46.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施し て

いる

一部実施

し ている

実施し て

いない
合計

施設・ 事業所内での国家試験受験のた

めの勉強会の開催
25 43 939 1007

国家試験当日や受験勉強期間の業務調

整（ ノ ー残業、 有給取得支援など）
272 207 529 1008

国家試験の参考書購入・ 模擬試験

受験・ 対策講座受講等の費用補助
92 117 798 1007

養成課程進学の学費・ 教材費

・ 交通費等の補助
120 134 756 1010

国家試験合格時の奨励金支給 162 79 767 1008

27.0

9.1

11.9

16.1

20.5

11.6

13.3

7.8

93.2

52.5

79.2

74.9

76.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Q.11 社会福祉士所持者に対する資格手当（N=1003） 

社会福祉士所持者に対する資格手当については、「資格手当はない」とする回答が 452 件（45.1％）と半

数近くが資格手当を設けていなかった。 

 
 

Q.12 社会福祉士所持者に対する資格手当がある場合の月額（N=492） 

社会福祉士所持者に対する資格手当がある場合の月額をみると、「5,000 円以下」が最も多く 192 件

（39.0％）であり、次いで「5,001 円以上 10,000 円以下」の 174 件（35.4％）であった。また、具体的な金額とし

て明示できないものの「給与規定に基づく昇給制度」を設けている法人や、職務や雇用形態に応じて幅を持

たせた手当制度を設けている法人も複数みられた。 

 
 

➡固定の手当額以外の回答                   ※明らかな誤字脱字以外は回答者が入力したまま記載した 

2,000 円～4,000 円 

2,000 円～10,000 円 

2,500 円～10,000 円（介護処遇改善・特定加算を充当） 

3,000 円～5,000 円 

3,000 円～6,000 円 

8,000 円～10,000 円 

8,000 円～16,000 円 

5,000 円～15,000 円 

10,000 円 or20,000 円 

25,000 円～50,000 円 

特定職務常勤 14,000 円 特定職務非常勤 8,000 円 所持のみ常勤 3,000 円 所持のみ非常勤 1,000 円 

勤続年数によって変動あり 最高額は 26,000 円 

給与規程による 2 号給昇給 

昇給時 2 号給昇給 

俸給表 2 号アップ 

資格手当はないが、取得した場合に特別昇給あり 

手当ではなく基本給のベースアップをしている 

手当ではなく、資格取得時に昇給する制度がある 

資格手当は無いが、昇給制度がある。 

資格取得後、昇給 

資格手当は無いが、昇給制度がある。 

社会福祉士を取得すると２年分の定期昇給になる 

資格がある人には俸給表の等級が４号俸上がる 

入職時の基本給アップによる また、在職中の資格取得時も基本給アップ 

基本給の 10％ 

基本給の一定割合 

度数 %

社会福祉士所持者全員（職務に関わらず）に

資格手当を支給している
368 36. 7%

社会福祉士所持者のうち特定職務に就いている者

に資格手当を支給している
183 18. 2%

社会福祉士所持者に対する資格手当はない 452 45. 1%

合計 1003 100. 0%

0 100 200 300 400 500

度数 %

5, 000円以下 192 39. 0%

5, 001円以上10, 000円以下 174 35. 4%

10001円以上20, 000円以下 94 19. 1%

20, 001円以上 32 6. 5%

合計 492 100. 0%

0 50 100 150 200
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キャリアパスの格付けに反映 

資格取得後１回のみ 

資格手当はないが、有資格者の給与表がある。 

基本給に組み入れている 

職務手当 

役職手当に 5,000 円加算 

職務により異なるが 10,000 または 5,000 

主となる資格手当に 500～1,000 を加算。 

相談業務従事 10,000 その他の業務従事 5,000 

 

Q.13 職員への社会福祉士取得支援のうち社会福祉士養成校との協力による取り組み（N=1002,MA） 

社会福祉士養成校との協力・取り組みについて複数回答でたずねたところ、最も回答が多かった内容は

「社会福祉士養成校と協力して資格取得支援を行ったことはない」の 869 件（86.7％）であった。養成校教員

への個別依頼や正式に養成校と提携して資格取得支援を行っている法人もほとんど見られず、資格取得支

援において養成校との協力は行われていない現状が示された。 

 

 
 

Q.14 職員への社会福祉士取得支援を行っていく際、社会福祉士養成校に期待・希望すること（N=998,MA） 

社会福祉士養成校に期待・希望することについて複数回答でたずねたところ、最も回答が多かった内容

は「養成校で開催している講座・勉強への職員の参加（対面・オンライン含む）」の 436 件（43.7％）であった。

また、「特にない」とする回答が 461 件（46.2％）と 5 割近かった。 

 

 
 

  

度数 %

法人と社会福祉士養成校とで正式に提携して

資格取得支援を行ったことがある
27 2. 7%

社会福祉士養成校の教員に個別に依頼して

資格取得支援を行ったことがある
11 1. 1%

社会福祉士養成校と協力して資格取得支援を行っ

たことはない
869 86. 7%

わからない（把握していないを含む） 105 10. 5%

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

度数 %

養成校で開催している講座・勉強への職員の参加

（対面・オンライン含む）
436 43. 7%

養成校教員の派遣による法人内での講座・勉強会の

開催（対面・オンライン含む）
158 15. 8%

卒業校の教員（ゼミ教員等）による職員個人への合

格に向けたコーチング（個別指導）
89 8. 9%

養成校のもつ学習環境（図書館等）の職員の利用 118 11. 8%

特にない 461 46. 2%

0 100 200 300 400 500
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Q.15 ソ教連や他団体が実施している国家試験受験対策教材等への利用意向 

ソ教連による集中講義、模擬試験や他団体による受験対策教材、模擬試験について 4 割程度の法人が

費用補助無しではあるが勧奨したいという意向を示していた。しかしながら、どの内容においても「関心なし」

とする回答が 5 割程度を占めていた。 

 

 
 

Q.16 ソ教連による受験者応援用ＳＮＳ（LINE）の登録・利用勧奨（N=996） 

受験者応援用ＳＮＳ（LINE）の登録・利用勧奨は「すこしは勧奨したい」が 213 件（21.4％）と最も多く、「と

ても勧奨したい」「まあまあ勧奨したい」と合わせると 4割程度が「勧奨したい」と回答していた。他方で、「わか

らない」とする回答が 547 件（54.9％）あり、認知や周知についての課題が示された。 

 

 
 

Q.17 法人内における社会福祉士国家試験受験資格を有しながら国家資格（社会福祉士）を有していない職

員（未受験、不合格者）の人数（N=851） 

「いない」とする回答が 291 件（34.2％）と最も多かった。次いで、「1 人」が 177 件（20.8％）、「3～5 人」が

162 件（19.0％）と続いた。 

 

 
 

  

法人購入

し たい

職員購入を

補助し たい

勧奨し たい

(費用補助なし )
関心なし 合計

ソ教連による国試対策集中講座

「講義動画」「PointBook」
8 58 378 544 988

他団体による受験対策教材 5 55 372 550 982

ソ教連による模擬試験 7 62 400 517 986

他団体による模擬試験 4 57 394 524 979

38.3

37.9

40.6

40.2

55.1

56

52.4

53.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

度数 %

とても勧奨したい 44 4. 4%

まあまあ勧奨したい 152 15. 3%

すこしは勧奨したい 213 21. 4%

勧奨したく ない 40 4. 0%

わからない 547 54. 9%

合計 996 100. 0%

0 150 300 450 600

度数 %

いない 291 34. 2%

１人 177 20. 8%

２人 107 12. 6%

3～5人 162 19. 0%

6～10人 66 7. 8%

11人以上 48 5. 6%

合計 851 100. 0%

0 50 100 150 200 250 300
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Q.18 職員の資質向上に向けた学習機会の確保（社会福祉士資格に限定しない）についての方針 

学習機会の確保について「積極的である」とする回答が多かった内容は「外部団体が開催する研修への

派遣・参加支援」の 318 件（31.8％）、「法人内部での研修の実施」の 303 件（30.4％）であった。他方で、「大

学院への進学・修了支援」、「大学が行うリカレント教育等への参加支援」「保健・医療・福祉系の学会への参

加支援」については、他の項目に比べ「消極的である」とする回答が多かった。 

 

 
 

  

積極的

である

どちら か

と いう と

積極的

である

どちら と も

いえない

どちら か

と いう と

消極的

である

消極的

である
合計

法人内部での研修の実施 303 346 275 47 27 998

外部団体が開催する

研修への派遣・参加支援
318 432 208 24 19 1001

大学が行うリカレント教育

（講座）等への参加支援
31 98 570 129 168 996

大学院への進学・修了支援 11 50 493 144 298 996

福祉関係および隣接領域の

資格取得支援
194 345 351 53 54 997

保健・医療・福祉系の

学会への参加支援
78 213 480 79 145 995

地域における事例検討会や

交流会への参加支援
210 423 294 38 31 996

30.4

31.8

19.5

7.8

21.1

34.7

43.2

9.8

34.6

21.4

42.5

27.6

20.8

57.2

49.5

35.2

48.2

29.5

13

14.5

5.3

7.9

16.9

29.9

5.4

14.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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１－１－２ 法人所属 社会福祉士受験者調査（既卒者調査） 

（１）調査の対象と方法 

① 調査対象 

(ｱ) 本章１－１－１「社会福祉法人調査」の対象法人（13,420 法人）に勤めながら社会福祉士の国家試験合

格に向けて受験勉強に取り組んでいる者 

(ｲ) 本連盟が実施した「2023 年度社会福祉士・精神保健福祉士全国統一模擬試験」受験者のうち、社会

福祉士専門科目の模擬試験の受験者 511 名のうち、社会福祉法人に勤務している者 

※本事業における「既卒者」（社会福祉士国家試験受験資格を保有し、かつ国家資格未取得である者）への該

当状況は、回答内容により弁別することとした。 

 

② 調査方法 

web アンケートシステムにより調査フォームを作成。本章１－１－１「社会福祉法人調査」の対象法人に対

し、本調査の対象に該当する職員への周知と回答勧奨を依頼した。 

具体的には、「社会福祉法人調査」と共通の調査協力依頼文書に本調査の調査フォーム URL を併記す

るとともに、法人内周知用の調査案内書（※）を同封した。 

具体的な方法は、下表のとおり。本調査のみ下表「再依頼」欄記載のとおり、調査協力依頼を 2 回行った。 

なお、調査対象者（既卒者）に本調査の目的とその概要をわかりやすく伝えることを企図し、3 分 30 秒程

度の説明動画「【社会福祉法人で働くみなさんへ】アンケート調査のご協力をお願いします！」を制作し、

Web 調査フォームの冒頭に埋め込んだ。 

開始時の依頼                 ※本章１－１－１社会福祉法人調査の周知・依頼と併せて実施 

2023 年 

9 月 5 日 

社会福祉法人全国社会福祉協議会の協力を得て、同会のメールニュース「地域福祉・ボラ

ンティア情報ネットワークメールニュース(社協版) / 2023(令和 5)年度／第 22 号(通算 967

号)」 2023.9.5」により、すべての都道府県・市区町村社会福祉協議会に web 調査フォー

ムの URL を周知し、調査への協力を依頼した。 

9 月 6 日 社会福祉法人全国社会福祉協議会・全国社会福祉法人経営者協議会の協力を得て、同

会のメールニュース「経営協情報 №21」により、同会の会員法人（約 7,700法人）にweb調

査フォームの URL を周知し、調査への協力を依頼した。 

9 月 7 日 上記①で抽出した 13,420 法人に対し、web 調査フォームの URL を記載した調査協力依頼

文書を郵送し（ゆうメール）、調査への協力を依頼した。 

9 月 20 日 本連盟「全国統一模擬試験」の社会福祉士専門科目模擬試験の受験者 475 名（※）に対

し、web 調査フォームの URL を記載した調査協力依頼文書を郵送し（ゆうメール）、調査へ

の協力を依頼した。 

※文書送付準備の時点で模擬試験参加申込済であった者 

10 月 5 日 本連盟「全国統一模擬試験」において模擬試験受験者への連絡用に開設した「受験者

My Page」により、社会福祉士専門科目模擬試験の受験者 511 名に対し、web 調査フォー

ムの URL を周知し、調査への協力を求めた。 

再依頼 

10 月 2 日 社会福祉法人全国社会福祉協議会・全国社会福祉法人経営者協議会の協力を得て、同

会のメールニュース「経営協情報 №27」により、再度の協力依頼を行った。 

10 月 3 日 社会福祉法人全国社会福祉協議会の協力を得て、同会のメールニュース「地域福祉・ボラ

ンティア情報ネットワークメールニュース(社協版) / 2023(令和 5)年度／第 26 号(通算 971

号) 2023.10.3」により、再度の協力依頼を行った。 
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（見本） 法人所属 社会福祉士受験者調査説明動画（見本） 

「【社会福祉法人で働くみなさんへ】アンケート調査のご協力をお願いします！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）調査項目 

Q.1  調査対象への該当・非該当の確認 （社会福祉士国家試験受験資格保有かつこれまで未合格） 

Q.2  所属している法人の種別 

Q.3  勤務先事業所等の所在都道府県 

Q.4  ①現在の法人への入職年度、②現在の施設・機関・事業所に着任した年度 

Q.5  現在の勤務先の施設・機関・事業所の形態 

Q.6  現在の勤務先施設・機関・事業所の主たる支援対象者 

Q.7  現在の職務 

Q.8  現在の職務に関して職場から取得・保有が求められている資格 

Q.9  現在保有している資格 

Q.10 社会福祉士の受験資格を取得した養成校の種別 

Q.11 社会福祉士の国家試験受験資格を取得した年 

Q.12 次回国家試験を受験した場合の通算受験回数 

Q.13 次の受験で社会福祉士を取得したいと考えている程度 

Q.14 これまでの受験勉強の程度 

Q.15 社会人として働きながら国家試験受験をする難しさ 

Q.16 社会福祉士資格取得に向けて親身に応援・支援してくれる上司や同僚の有無 

Q.17 現在所属する法人（職場）での社会福祉士資格取得支援の実施状況 

Q.18 所属法人による社会福祉士資格取得支援の取り組みの有効性・必要性 

Q.19 社会福祉士取得（国試合格）に向けて所属法人、卒業した養成校に求める支援等 

 

（３）調査期間・回答数（受付数） 

① 調査期間 ： 2023 年 9 月 5 日～2023 年 10 月 16 日 

② 回答数：668 件 
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（４）調査結果 （設問別集計結果） 

Q.1  社会福祉士国家試験受験資格を所持し、国家試験未合格か（N=668） 

668 件の回答のうち、「はい」と回答した者が 470 件（70.4％）であった。これらが本調査の回答者となる。 

 

 
 

Q.2  所属法人種別（N=384） 

回答者の所属する法人種別については「社会福祉協議会以外の社会福祉法人」が 266 件（69.3％）であ

り、残りの 3 割が「社会福祉協議会」の所属であった。 

 

 
 

  

度数 %

はい 470 70. 4%

いいえ 198 29. 6%

合計 668 100. 0%

0 100 200 300 400 500

度数 %

社会福祉協議会以外の社会福祉法人 266 69. 3%

社会福祉協議会 118 30. 7%

合計 384 100. 0%

0 50 100 150 200 250 300
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Q.3  勤務する事業所等が所在する都道府県（N=386） 

回答者が勤務する事業所が所在している都道府県では「神奈川県」が最も多く 26 件（6.7％）、次いで「京

都府」の 25 件（6.5％）となっていた。今回のデータでは全ての都道府県から回答を得ることができた。 

 
 

  

度数 %
北海道 24 6.2
青森県 3 0.8
岩手県 7 1.8
宮城県 6 1.6
秋田県 2 0.5
山形県 3 0.8
福島県 3 0.8
茨城県 10 2.6
栃木県 5 1.3
群馬県 7 1.8
埼玉県 10 2.6
千葉県 14 3.6
東京都 17 4.4
神奈川県 26 6.7
新潟県 7 1.8
富山県 3 0.8
石川県 1 0.3
福井県 4 1.0
山梨県 4 1.0
長野県 6 1.6
岐阜県 11 2.8
静岡県 13 3.4
愛知県 12 3.1
三重県 4 1.0
滋賀県 4 1.0
京都府 25 6.5
大阪府 18 4.7
兵庫県 10 2.6
奈良県 6 1.6
和歌山県 2 0.5
鳥取県 2 0.5
島根県 4 1.0
岡山県 7 1.8
広島県 9 2.3
山口県 3 0.8
徳島県 1 0.3
香川県 5 1.3
愛媛県 9 2.3
高知県 4 1.0
福岡県 8 2.1
佐賀県 8 2.1
長崎県 8 2.1
熊本県 11 2.8
大分県 6 1.6
宮崎県 7 1.8
鹿児島県 12 3.1
沖縄県 15 3.9
合計 386 100.0

0 5 10 15 20 25 30
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Q.4-１ 現在の法人に入職した年度（N=370） 

回答者が現在の法人に入職した年度は「2020 年度以降」が最も多く 124 件（33.5％）、次いで「2015 年度

～2019 年度」の 103 件（27.8％）であった。回答傾向から、比較的最近（過去 9 年以内）に現在の法人に入

職した回答者が半数以上であることが示された。 

 
 

Q.4-2 現在勤務している施設・機関・事業所に着任した年度（N=337） 

回答者が現在勤務している施設等に着任した年度は「2020 年度以降」が最も多く 156 件（46.3％）、次い

で「2015 年度～2019 年度」の 89 件（26.4％）であった。 

 

 

Q.5  現在着任している施設・機関・事業所の形態（N=376） 

現在勤務している施設等の形態では「入所施設」が最も多く 143 件（38.0％）、次いで「相談機関」の 98 件

（26.1％）、「通所施設」の 92 件（24.5％）の順であった。 

 
 

Q.6  現在着任している施設・機関・事業所の主たる支援対象者（N=381） 

主たる支援対象者については「障害者」の 130 件（34.1％）が最も多く、次いで「高齢者」が 115 件（30.2％）

であり、両者で全体の 6 割以上を占めていた。 

 

度数 %

～１ ９ ９ ９ 年度 31 8. 4%

２ ０ ０ ０ 年度～２ ０ ０ ４ 年度 19 5. 1%

２ ０ ０ ５ 年度～２ ０ ０ ９ 年度 34 9. 2%

２ ０ １ ０ 年度～２ ０ １ ４ 年度 59 15. 9%

２ ０ １ ５ 年度～２ ０ １ ９ 年度 103 27. 8%

２ ０ ２ ０ 年度以降 124 33. 5%

合計 370 100. 0%

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

度数 %

～１ ９ ９ ９ 年度 17 5. 0%

２ ０ ０ ０ 年度～２ ０ ０ ４ 年度 11 3. 3%

２ ０ ０ ５ 年度～２ ０ ０ ９ 年度 22 6. 5%

２ ０ １ ０ 年度～２ ０ １ ４ 年度 42 12. 5%

２ ０ １ ５ 年度～２ ０ １ ９ 年度 89 26. 4%

２ ０ ２ ０ 年度以降 156 46. 3%

合計 337 100. 0%

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

度数 %

相談機関 98 26. 1%

入所施設 143 38. 0%

通所施設 92 24. 5%

その他 43 11. 4%

合計 376 100. 0%

0 20 40 60 80 100 120 140 160

度数 %

子ども家庭 38 10. 0%

障害児 14 3. 7%

障害者 130 34. 1%

高齢者 115 30. 2%

生活困窮者 16 4. 2%

対象を限定しない 54 14. 2%

その他 14 3. 7%

合計 381 100. 0%

0 20 40 60 80 100 120 140
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Q.7  現在就いている職務内容（N=383） 

現在就いている職務内容については「相談援助職」の 116 件（30.3％）が最も多く、次いで「介護職」が 79

件（20.6％）であった。「相談・介護兼務職」の 34 件（8.9％）と合わせると、職務内容を「相談援助」・「介護」と

する回答者が半数以上を占めていた。 

 
 

Q.8  現在就いている職務に関して、職場から取得・保有が求められている資格（N=377,MA） 

職務に関して職場から取得・保有が求められている資格について複数回答でたずねたところ、「社会福祉

士」が 234件（62.1％）と最も多く、次いで「介護福祉士」の 114件（30.2％）であった。また、資格について「特

に求められる資格はない」とする者は 94 件（24.9％）と、全体の 1/4 程度を占めた。 

 
 

Q.9  現在の保有資格（N=377,MA） 

回答者が現在保有している資格について複数回答でたずねたところ、「社会福祉主事」が 215 件（57.0％）

と最も多く、次いで「介護福祉士」の 147 件（39.0％）であった。 

 
 

  

度数 %

相談援助職 116 30. 3%

相談・介護兼務職 34 8. 9%

介護職 79 20. 6%

保育職 20 5. 2%

事務職 47 12. 3%

管理職（現場実践非担当） 56 14. 6%

医療職・心理職 1 0. 3%

その他 30 7. 8%

合計 383 100. 0%

0 20 40 60 80 100 120

度数 %

特に求められる資格はない 94 24. 9%

社会福祉士 234 62. 1%

介護福祉士 114 30. 2%

精神保健福祉士 76 20. 2%

保育士 39 10. 3%

公認心理士・臨床心理士 8 2. 1%

看護師・保健師 11 2. 9%

社会福祉主事 84 22. 3%

介護支援専門員・主任介護支援専門員 61 16. 2%

相談支援専門員 37 9. 8%

0 50 100 150 200 250

度数 %

いずれも有していない 42 11. 1%

介護福祉士 147 39. 0%

精神保健福祉士 15 4. 0%

保育士 38 10. 1%

公認心理士・臨床心理士 6 1. 6%

看護師・保健師 2 0. 5%

社会福祉主事 215 57. 0%

介護支援専門員・主任介護支援専門員 46 12. 2%

相談支援専門員 32 8. 5%

その他 65 17. 2%

0 50 100 150 200 250
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Q.10 社会福祉士の受験資格を取得した養成校の種別（N=381） 

受験資格を取得した養成校については「4年生大学（通学）」の 148件（38.8％）と「一般養成施設（通信）」

の 132 件（34.6％）がほぼ同数であった。両者を合わせると全体の 7 割以上となり、回答者の中核をなす層と

なっていた。 

 
 

Q.11 社会福祉士国家試験受験資格取得年 ※養成施設（課程）の卒業（修了）年（N=359） 

受験資格取得年では「2020 年以降」の 177 件（49.3％）が最も多く、全体の半数を占めていた。他方で、

どの年代においても一定数の回答者が存在していることが示された。 

 

 

Q.12 今回の試験（第 36 回社会福祉士国家試験）で通算何回目の受験か（N=366） 

通算の受験回数では「3 回目以上」が最も多く 168 件（45.9％）であった。また、「1 回目（初めて）」の 104

件（28.4％）、「2 回目」の 94 件（25.7％）がほぼ同数となっていた。 

 
 

Q.13 今回の試験（第 36 回社会福祉士国家試験）で社会福祉士を取得したいと考えている程度（N=337） 

今回の試験で「絶対に取得（合格）したい」とする回答が 171 件（50.7％）と最も多く、次の「とても取得（合

格）したい」の 82 件（24.3％）と合わせると全体の 7 割以上が取得（合格）に向けて強い意向を持って受験に

臨んでいることがわかった。 

 
 

度数 %

４年生大学（通学） 148 38. 8%

４年生大学（通信） 26 6. 8%

短大学等＋実務経験（通学） 31 8. 1%

一般養成施設（通学） 14 3. 7%

一般養成施設（通信） 132 34. 6%

短期養成施設 24 6. 3%

わからない 6 1. 6%

合計 381 100. 0%

0 20 40 60 80 100 120 140 160

度数 %

～１９９９年 14 3. 9%

２０００年～２００４年 12 3. 3%

２００５年～２００９年 36 10. 0%

２０１０年～２０１４年 45 12. 5%

２０１５年～２０１９年 75 20. 9%

２０２０年以降 177 49. 3%

合計 359 100. 0%

0 50 100 150 200

度数 %

１回目（初めて） 104 28. 4%

２回目 94 25. 7%

３回目以上 168 45. 9%

合計 366 100. 0%

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

度数 %

絶対に取得（合格）したい 171 50. 7%

とても取得（合格）したい 82 24. 3%

まあまあ取得（合格）したい 52 15. 4%

少しは取得（合格）したい 21 6. 2%

正直取得（合格）できなくてよい 11 3. 3%

合計 337 100. 0%

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180
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Q.14 これまでの受験勉強の程度 ※受験年度によって程度が異なる場合は複数回答（N=344,MA） 

これまでの受験勉強の程度では「合格に向けて十分な勉強はできていない」という経験を持つ者が最も多

く 149 件（43.3％）であった。「合格に向けて全力で勉強した」という経験を持つ者は 60 件（17.4％）であり、

全体の 2 割に満たないことが示された。 

 

 
 

Q.15 社会人として働きながら国家試験受験をする際の難しさ 

社会人として働きながら受験勉強する際の難しさとして、「とても難しい」と回答した者が多かったのは「勉

強時間の確保」215 件（62.3％）であり、仕事と受験勉強の時間的両立に困難感を抱えていることがわかった。

次いで「勉強意欲の維持」が 178 件（51.3％）であり、「勉強方法の確立」の 147 件（42.4％）、「勉強に適した

環境の確保」の 143 件（41.2％）が続いた。 

 

 

Q.16 社会福祉士取得に向けて親身に応援・支援してくれる上司や同僚の存在 

資格取得に向けて親身に応援・支援してくれる存在が職場内にいるかたずねたところ、上司については

「いる」とした回答が 217 件（63.6％）、同僚では 193 件（56.3％）と半数以上が「いる」と回答していた。他方で

「いない」とする回答も一定数以上存在し、職場によっては上司・同僚から受験に向けたフォローが受けにく

い状況にある可能性が示された。 

 

 
 

  

度数 %

合格に向けて全力で勉強した 60 17. 4%

合格に向けて勉強したが全力は注ぎこめなかった 129 37. 5%

合格に向けて十分な勉強はできていない 149 43. 3%

まったく十分な勉強はしていない 46 13. 4%

0 50 100 150 200

と ても

難し い

まあまあ

難し い

少し

難し い

難し く

ない
合計

勉強意欲の維持 178 128 35 6 347

勉強時間の確保 215 99 22 9 345

勉強に適した環境の確保 143 130 51 23 347

勉強方法の確立 147 130 57 13 347

勉強に必要な費用の捻出 75 104 85 83 347

分からないときの質問先の確保 125 122 60 40 347

51.3

62.3

41.2

42.4

21.6

36.0

36.9

28.7

37.5

37.5

30.0

35.2

10.1

6.4

14.7

16.4

24.5

17.3

6.6

23.9

11.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 合計

上司 217 124 341

同僚 193 150 343

63.6

56.3

36.4

43.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Q.17 所属する事業所（法人）での社会福祉士取得支援の実施状況 

事業所（法人）内での具体的な資格取得支援の実施状況についてたずねたところ、「実施している」とする

回答が最も多かったものは「国家試験当日や受験勉強期間の業務調整」の 120 件（34.6％）であり、次いで

「国家試験合格時の奨励金支給」の 77 件（22.3％）であった。他方で、日々の学習を支援する「事業所内で

の国家試験の勉強会の開催」や「国試の参考書購入・模擬試験受験・対策講座受講等の費用補助」につい

ては「実施していない」が全体の 7 割を超える状況にあることが示された。 

 

 

Q.18 事業所（法人）での社会福祉士取得に向けた支援の必要性 

事業所（法人）内での具体的な資格取得支援の必要性についてたずねたところ、「とても必要」とする回答

は「国家試験当日や受験勉強期間の業務調整」の 158 件（45.7％）、「国家試験合格時の奨励金支給」の

157 件（45.4％）がほぼ同数で多かった。他方で「必要ではない」とする回答が最も多かったのは「事業所内

での国家試験の勉強会の開催」の 100 件（28.9％）であった。また、回答が特定の選択肢に集中していな

かったことから、事業所（法人）に求める資格取得支援については多様なニーズがあることが示された。 

 

 
 

Q.19 社会福祉士取得（国試合格）に向けて、所属法人、卒業した養成校に求める支援等があればぜひご記

載ください。 

学校運営維持の為の国の抜本的な補助見直しと更なる助成金の上乗せを求め、福祉の維持、底上げが図らなけ

れば、福祉は行き詰まり、国が成り立たなくなることを強く国へ訴えて戴きたい。 

「上司は資格を取れ！」というが、取った後に給料が上がる訳でもないので、受験者の身としては費用対効果を考

えてもメリットがあまり無い。合格時に頑張りに見合うだけの奨励金が支払われるか、給与面に永続的に反映をさせ

て欲しい。有資格者が増えると事業所としては補助金が上がるなどのメリットがあるのかも知れないが、事業所がそ

れを有資格者へ行き渡らせないので、受験者としては高い受験料や登録料を支払うだけで受け損しかない。 

勤務する上で資格取得は要件だが、取得した場合のメリットなどがないため、意欲的にできていない部分がある。

また、日常的に業務が忙しく、疲労などにより就労後は学習意欲が低下してしまうため、継続的な学習ができてい

ない。 

実施し て

いる

実施し て

いない

わから

ない
合計

施設・ 事業所内での国家試験受験のた

めの勉強会の開催
26 293 28 347

国家試験当日や受験勉強期間の業務

調整（ ノ ー残業、 有給取得支援など）
120 172 55 347

国家試験の参考書購入・ 模擬試験

受験・ 対策講座受講等の費用補助
44 258 44 346

国家試験合格時の奨励金支給 77 202 67 346

7.5

34.6

12.7

22.3

84.4

49.6

74.6

58.4

8.1

15.9

12.7

19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

と ても

必要

まあまあ

必要

少し は

必要

必要では

ない
合計

事業所内での国試の勉強会の開催 47 81 118 100 346

国試当日や受験勉強期間の

業務調整
158 88 65 35 346

国試の参考書購入・模擬試験

受験・対策講座受講等の費用補助
97 102 85 62 346

国家試験合格時の奨励金支給 157 80 66 43 346

13.6

45.7

28.0

45.4

23.4

25.4

29.5

23.1

34.1

18.8

24.6

19.1

28.9

10.1

17.9

12.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 ※明らかな誤字脱字以外は回答者が入力したまま記載した 
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試験勉強のモチベーション維持のための声掛け。担当教員・人事部などからの励ましのメッセージ。試験前の業務

調整や休暇などの提案。合格後の資格を活かした部署への移動などの提案や相談。資格手当や給与面での変

更事項の通知。 

福祉関係全体について、給料が低く尚且つ相談員では、処遇改善加算の対象とならない為、相談員としての職に

魅力を感じない人も多いのではないかと思う。有能な人材も他の職に転職する等の話も聞くため、専門性に応じた

対価も必要だと感じる。 

所属法人では国家試験受験日は勤務とみなされます。受験費用についても全額補助されます。現状は、事業所

には伝えずに受験をしています。合格をしたら受験費用の補助は受けようと思っています。 

勉強した資料を法人に書籍として寄付して保管して欲しい。いつでも見られるように図書として置いてあるとわざわ

ざ図書館に行かなくてもいい。 

受験料が高い為、少しでも補助は必要と思う。仕事をしながら受験勉強を行い、資格取得は容易ではないので、

合格点のボーダーラインは考慮して貰いたい。 

費用が高額なので、合格した場合受験費用を出して欲しいです。テキストも 5 万以上したので、補助金が欲しいで

す。資格手当の金額が低いので、金額を上げて欲しいです。 

国試受験勉強中の業務負担の軽減、時間外労働の軽減をして欲しい。卒業後も参加出来る無料の勉強会や模

試を開催(土日祝)して欲しい 

母子、父子家庭の方は時間確保が困難だと思うので、もっとその方達が挑戦しやすい支援や配慮があれば良い

なと思います 

初めて受験する人に 1 回だけ無料の模擬試験を実施してほしい。模擬試験に 7 千円は高い。4 千円程度で受け

たい。 

気軽に質問できる相手が欲しいかなと思います。勉強の取り掛かりが遅く、今頃こんな質問…と気が引けるものな

ので 

制度が変わったり受験科目が増えるとそこに触れる機会がない為概要や重要点等教えてもらえるといいかと思う。 

社会福祉士など資格を保持していると資格手当として給与に反映されるが、もっと資格手当を上げても良いと思う。 

国試の参考書購入等の費用補助等を積極的に取り入れて、誰にでもわかるように、きちんと発信してほしい 

実務経験の免除が入学時の申請であり、入学後の実務経験が考慮されないのは疑問がある 

やっとの思いで 90 点以上をとっても合格できない試験を二度と受ける気になれない。 

受験料の補助、受験対策講座等の受講料補助、試験当日に向けた業務調整 

実習時期や場所が限られており仕事との両立がとても難しかった。 

受験に関わる勤務調整は柔軟に受け入れてほしいと願います。 

国試の模擬試験の情報提供などがあれは良いと思う。 

家で出来る模擬試験（答案付）複数回が欲しかった。 

養成校の受験対策講習などがあるとありがたい。 

模試の案内や、法律改正などの情報提供 

資格取得が本当に困難であることの理解 

スクール費用を一部負担してほしい。 

金銭的なフォローがあれば嬉しいです 

資格手当など、給与に反映してほしい。 
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勉強計画や方法も一緒に教えてほしい。 

資格手当をぜひ支給してください 

合格するまでの支援をしてほしい。 

合格講座的なものが欲しいです！ 

定期的に確認テストをしてほしい 

行政からの支援金が必要です。 

不合格時のアフターフォロー 

資格保持を推奨して欲しい  

支援体制があれば嬉しい。 

金銭的支援(資格補助) 

勉強方法のアドバイス 

学習スペースの利用 

過去問題集の配布 

資格手当の充実 

試験対策講座 
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１－１－３ 社会福祉士養成校調査 

（１）調査の対象と方法 

① 調査対象 

○ 本連盟の会員校のうち、社会福祉士養成課程を設置している 244 校 

 

② 調査方法 

Microsoft Office Excel 形式の調査票を作成し、メールに添付して調査対象校に送信し、回答を入力した

調査票を本連盟に返信する方法により実施した。 

具体的な方法は、下表のとおり。 

2023 年 

8 月 22 日 

社会福祉士養成課程を設置している本連盟会員校 244 校に調査票を添付したメールを送

信し、調査への協力を依頼した。 

9 月 6 日 未回答校に対し、当初の回答期日（9 月 19 日）のリマインドメールを送信した。 

9 月 25 日 未回答校に対し、メールによる回答依頼を行った。 

 

（２）調査項目 

Q.1  養成種別 

Q.2  所在都道府県 

Q.3  直近３ヵ年度（2021 年度、2022 年度、2023 年度）における課程の入学定員・入学者数 

Q.4  当該課程の 2022 年度卒業生（2023 年３月卒業）の就職先の業種 

Q.5  直近３ヵ年の社会福祉士国家試験（2021 年、2022 年、2023 年国試）における新卒・既卒の受験者数、

合格者数 

Q.6  当該課程における 2023（令和５）年３月卒業の社会福祉士国家試験受験資格取得学生のうち、不合格

者・未受験者の「氏名」と「連絡先」の把握状況 

Q.7  養成校として実施している 2023（令和５）年度の在学生への社会福祉士国家資格取得支援の内容 

Q.8  社会福祉士国家試験を不合格・未受験のまま卒業した者に対する国家資格取得支援の実施状況 

Q.9  養成校として実施している既卒者への社会福祉士国家資格取得支援の内容 

Q.10 ソ教連の国試対策ツールを活用状況 

Q.11 社会福祉士国試対策として他の養成校や社会福祉法人・医療法人などの民間法人等と共同で実施し

ている取り組み 

Q.12 自校において社会福祉士国家試験の合格率に強く関係していると考えられるもの 

Q.13 その他、既卒者に対する社会福祉士国家資格取得支援に関する意見 

 

（３）調査期間・回答数（受付数） 

① 調査期間 ： 2023 年 8 月 22 日～2023 年 10 月 6 日 

② 回答数：回答校数 168 校（回答数 174 件） / 回答率 68.9% 

 

 

 

 

113



（４）調査結果 （設問別集計結果） 

Q.1  社会福祉士養成課程の種別（N=174） 

社会福祉士養成課程の種別については「大学（通学課程）」の 138 件（79.3％）が最も多く、次いで「一般

養成施設（通学課程・通信課程）」の 26 件（14.9％）であり、両者を合わせると全体の 9 割以上となった。 

 
 

Q.2  養成校が所在する都道府県（N＝174） 

養成校が所在している都道府県では「東京都」が最も多く31件（17.8％）、次いで「京都府」の11件（6.3％）

となっていた。養成校の設置数が都道府県によって異なることもあり、設置数が少ない場所によっては回答

が得られなかった都道府県も見られた。 

 

度数 %

大学（ 通学課程） 138 79. 3%

短大等＋実務経験（ 通学課程） 5 2. 9%

短期養成施設（ 通信課程） 5 2. 9%

一般養成施設（ 通学課程・ 通信課程） 26 14. 9%

合計 174 100. 0%

0 25 50 75 100 125 150

度数 %
北海道 10 5.7
青森県 2 1.1
岩手県 2 1.1
宮城県 2 1.1
秋田県 1 0.6
山形県 0 0.0
福島県 5 2.9
茨城県 3 1.7
栃木県 1 0.6
群馬県 4 2.3
埼玉県 6 3.4
千葉県 4 2.3
東京都 31 17.8
神奈川県 6 3.4
新潟県 5 2.9
富山県 1 0.6
石川県 0 0.0
福井県 1 0.6
山梨県 2 1.1
長野県 3 1.7
岐阜県 3 1.7
静岡県 3 1.7
愛知県 9 5.2
三重県 2 1.1
滋賀県 1 0.6
京都府 11 6.3
大阪府 9 5.2
兵庫県 9 5.2
奈良県 1 0.6
和歌山県 0 0.0
鳥取県 0 0.0
島根県 0 0.0
岡山県 5 2.9
広島県 6 3.4
山口県 2 1.1
徳島県 1 0.6
香川県 1 0.6
愛媛県 1 0.6
高知県 2 1.1
福岡県 6 3.4
佐賀県 2 1.1
長崎県 2 1.1
熊本県 1 0.6
大分県 4 2.3
宮崎県 1 0.6
鹿児島県 1 0.6
沖縄県 2 1.1
合計 174 100.0

0 5 10 15 20 25 30 35
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Q.3  直近３ヵ年度（2021 年度、2022 年度、2023 年度）における課程の入学定員・入学者数・入学定員数 

入学定員数でみると「51 人以上 100 人以下」の回答が定員規模の中では最も多く、「50 人以下」が次い

で多かった。また、年度推移では「51 人以上 100 人以下」の規模が微減、「101 人以上 150 人以下」の規模

が微増していた。 

入学者数では「50 人以下」の養成校が最も多く、次いで「51 人以上 100 人以下」が多い結果となり、両者

を合わせると全体の 7 割がこの規模に含まれていた。 

入学定員充足率については、平均充足率が 2021 年度では 84.6％、2022 年度では 84.7％であったこと

に比して、2023 年度では 81.0％と微減していた。定員充足率が 100％を切る養成校が各年度において半数

以上ある反面、充足率が 100％を超える養成校も一定数存在していることが示された。 

 

入学定員 

 
入学者数 

 
入学定員充足率 

 
 

  

50人以下
51人以上
100人以下

101人以上
150人以下

151人以上
200人以下

201人以上 合計

2021年度 53 62 18 18 18 169

2022年度 53 62 19 19 18 171

2023年度 53 59 21 18 18 169

31.4

31

31.4

36.7

36.3

34.9

10.7

11.1

12.4

10.7

11.1

10.7

10.7

10.5

10.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50人以下
51人以上
100人以下

101人以上
150人以下

151人以上
200人以下

201人以上 合計

2021年度 63 54 21 16 13 167

2022年度 62 59 20 15 13 169

2023年度 62 54 24 11 12 163

37.7

36.7

38

32.3

34.9

33.1

12.6

11.8

14.7

9.6

8.9

6.7

7.8

7.7

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60%未満
60%以上

90%未満

90%以上

100%未満

100%以上

110%未満
110%以上 合計

2021年度

平均： 84. 6%
37 32 23 55 19 166

2022年度

平均： 84. 7%
36 36 28 48 20 168

2023年度

平均： 81. 0%
37 39 21 47 18 162

22.2

21.3

22.7

19.2

21.3

23.9

13.8

16.6

12.9

32.9

28.4

28.8

11.4

11.8

11

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Q.4  当該養成課程の 2022 年度卒業生（2023 年３月卒業）の就職先業種割合 

就職先業種では「福祉職（公務員除く）」が最も多く、各養成課程卒業生の平均 53.6％が進路として福祉

の現場を選択していることがわかる。他方で「公務員」は平均 12.0％であり他の業種に比べると進路としての

割合は少ない傾向にあった。「福祉職（公務員除く）」については、卒業生の 75％以上が就職している養成

校が 27 件（20.5％）ある一方で、民間企業に 50％以上が就職している養成校が 14 件（11.7％）あるなど、卒

業生の就職先業種については各養成校によって違いがあることが示された。 

 

福祉職（公務員除く）（N=141） 

 
 

公務員（福祉職・一般職・教職含む）（N=141） 

 
 

民間企業（N=120） 

 
 

  

度数 %

25%未満 14 10. 6%

25%以上50%未満 46 34. 8%

50%以上75%未満 54 40. 9%

75%以上 27 20. 5%

合計 141 100. 0%

平均： 53. 6%

0 10 20 30 40 50 60

度数 %

5%未満 30 21. 3%

5%以上10%未満 44 31. 2%

10%以上15%未満 28 19. 9%

15%以上20%未満 14 9. 9%

20%以上 25 17. 7%

合計 141 100. 0%

平均： 12. 0%

0 10 20 30 40 50 60

度数 %

10%未満 20 16. 7%

10%以上25%未満 42 35. 0%

25%以上50%未満 44 36. 7%

50%以上 14 11. 7%

合計 120 100. 0%

平均： 27. 9%

0 10 20 30 40 50 60
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Q.5  直近３ヵ年の社会福祉士国家試験（2021 年、2022 年、2023 年国試）における新卒・既卒の受験者数、 

合格者数、合格率 

受験者数でみると、新卒受験者の平均人数は年度を追うごとに微増しているが、既卒受験者については

2023 年国試における平均人数の増加が顕著であった。こうした既卒受験者の傾向には、2024 年に実施さ

れる第 36 回試験が旧カリキュラムでの最後の試験であることが少なからず影響しているものと考える。 

合格者数、合格率では新卒・既卒受験者ともに 2023 年国試での増加と上昇が顕著であった。他方で、全

年を通して新卒受験者に比べて既卒受験者の合格率は低調であった。 

 

新卒受験者数（N=174） 

 
 

新卒合格者数（N=174） 

 
 

新卒合格率 

 
 

  

0人
1人以上

10人以下

11人以上

25人以下

26人以上

50人以下

51人以上

100人以下
100人以上

2021年

平均： 48. 8人
11 21 43 52 30 17

2022年

平均： 50. 4人
7 24 44 50 32 17

2023年

平均： 52. 1人
8 21 45 54 27 19

12.1

13.8

12.1

24.7

25.3

25.9

29.9

28.7

31

17.2

18.4

15.5

9.8

9.8

10.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0人
1人以上

10人以下

11人以上

25人以下

26人以上

50人以下

51人以上

100人以下
100人以上

2021年

平均： 25. 5人
15 56 51 31 16 5

2022年

平均： 26. 6人
11 52 52 40 14 5

2023年

平均： 33. 9人
9 39 62 37 20 7

32.2

29.9

22.4

29.3

29.9

35.6

17.8

23

21.3

9.2

8

11.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25%未満
25%以上

50%未満

50%以上

75%未満
75%以上 合計

2021年

平均： 51. 0%
21 55 58 29 163

2022年

平均： 51. 8%
21 51 66 29 167

2023年

平均： 65. 0%
3 27 82 54 166

12.6

12.4

32.9

30.2

16.6

34.7

39.1

50.3

17.4

17.2

33.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

117



既卒受験者数（N=173） 

 
 

既卒合格者数（N=174） 

 
 

既卒合格率 

 
 

Q.6  2023 年 3 月卒業の社会福祉士国家試験受験資格取得学生のうち、不合格者・未受験者の「氏名」「連絡

先」の把握状況 

不合格者および未受験者の「氏名の把握」については「すべての不合格者・未受験者のものを把握して

いる」とする回答が 104 件（60.8％）であった一方で、「連絡先の把握」では「すべてのものを把握している」が

76 件（45.5％）に留まった。また、氏名および連絡先について「あまり」もしくは「まったく」把握していないとす

る回答も 1 割程度あった。このことから、既卒受験者の受験動向追跡やフォローアップを能動的に行うことが

難しい養成校が一定数存在することが明らかとなった。 

 

 
 

  

0人
1人以上

10人以下

11人以上

25人以下

26人以上

50人以下

51人以上

100人以下
101人以上

2021年

平均： 65. 1人
10 27 37 42 25 32

2022年

平均： 65. 3人
8 28 40 41 26 30

2023年

平均： 69. 3人
6 25 38 43 30 31

15.5

16.1

14.4

21.3

23

21.8

24.1

23.6

24.7

14.4

14.9

17.2

18.4

17.2

17.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0人
1人以上

10人以下

11人以上

25人以下

26人以上

50人以下

51人以上

100人以下
101人以上

2021年

平均： 9. 9人
23 114 25 6 4 1

2022年

平均： 10. 9人
22 108 27 9 6 1

2023年

平均： 21. 6人
8 78 58 13 12 4

13.2

12.6

65.5

62.1

44.8

14.4

15.5

33.3 7.5 6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5%未満
5%以上

10%未満

10%以上

20%未満

20%以上

50%未満
50%以上 合計

2021年

平均： 16. 0%
20 36 58 45 4 163

2022年

平均： 19. 0%
19 25 63 50 8 165

2023年

平均： 32. 3%
3 3 32 107 22 167

12.3

11.5

22.1

15.2

35.6

38.2

19.2

27.6

30.3

64.1 13.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

氏名の

把握
%

連絡先

の把握
%

すべての不合格者・ 未受験者の

ものを把握している
104 60. 8% 76 45. 5%

ほとんどの不合格者・ 未受験者

のものを把握している
30 17. 5% 35 21. 0%

ある程度の不合格者・ 未受験者

のものを把握している
24 14. 0% 31 18. 6%

あまり 不合格者・ 未受験者のも

のは把握していない
7 4. 1% 11 6. 6%

まったく 不合格者・ 未受験者の

もの把握していない
6 3. 5% 14 8. 4%

合計 171 100. 0% 167 100. 0%

0 20 40 60 80 100 120

氏名の把握

連絡先の把握
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Q.7  養成校として実施している 2023 年度在学生への社会福祉士国家資格取得支援の内容（N=174,MA） 

養成校が実施している在学生の支援として複数回答でたずねたところ、最も多かったものは「国試対策に

有用な情報を積極的に提供している」の 134 件（77.0％）であり、次いで「教員が国試対策の講座を担当して

いる」の 122 件（70.1％）、「養成校を会場として各種模擬試験を実施している」の 121 件（69.5％）がほぼ同

数で続いた。養成校の教員や場所といった資源を活用した支援の充実がみられることに加え、国試対策講

座や模擬試験費用の補助といった経済面での支援を行っているとする回答も 1 割程度あった。 

 
 

Q.8  卒業生に対する国家試験取得支援の実施状況（N=174） 

既卒者に対する資格取得支援の実施状況としては、「卒業年度で対象者を限定して実施している」が 14

件（8.2％）あったものの、「希望する既卒者全員を対象として国家資格取得支援を実施している」と「既卒者

に対する国家資格取得支援は実施していない」とする回答が 78 件（45.9％）と同数であり、既卒者に対する

支援については回答が二極化していた。 

 

度数 %

なにもしていない 3 1. 7%

教員が国試対策の講座を担当している 122 70. 1%

指定科目に関する授業を自由に聴講できるよう に

している
15 8. 6%

指定科目に関する授業を録画し 、

自由に視聴できるよう にしている
3 1. 7%

過去問活用ソフト （ 試験問題自動作成アプリ ） を

用いて作問し 、 問題演習を実施している
19 10. 9%

外部の業者と契約して国試対策の講座を

開講している（ 無料・ 有料を問わない）
67 38. 5%

国試対策の講座（ 教員実施・ 業者実施問わない） を

録画し 、 自由に視聴できるよう にしている
42 24. 1%

外部の業者が実施している国試対策講座を

受講する場合の費用を補助している
29 16. 7%

養成校を会場として各種模擬試験を実施している 121 69. 5%

各種模擬試験の受験料を補助している 43 24. 7%

国試対策テキスト の購入費用を補助している

（ 一括購入・ 配布を含む）
31 17. 8%

有料の国試対策アプリ を利用する費用を補助し ている 9 5. 2%

国試対策に有用な情報を積極的に提供している 134 77. 0%

試験勉強の状況を把握・ 管理・ 助言している 96 55. 2%

学習グループを作り 勉強会を開催している

（ 学校主導）
55 31. 6%

受験勉強をするためにいつでも使用できるスペース

（ 教室等） を確保している
109 62. 6%

その他 21 12. 1%

0 15 30 45 60 75 90 105 120 135 150

度数 %

希望する既卒者全員を対象として

国家資格取得支援を実施している
78 45. 9%

卒業年度で対象者を限定している 14 8. 2%

既卒者に対する国家資格取得支援は

実施していない
78 45. 9%

合計 170 100. 0%

0 20 40 60 80
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Q.9  養成校として実施している既卒者への社会福祉士国家資格取得支援の内容（N=174,MA） 

養成校が実施している既卒者への支援として複数回答でたずねたところ、最も多かったものは「なにもして

いない」の 60 件（34.5％）であった。実施されている支援内容としては、「国試対策に有用な情報を積極的に

提供している」の 55 件（31.6％）であり、次いで「外部の業者と契約して国試対策の講座を開講している（無

料・有料を問わない）」の 31 件（17.8％）、「教員が国試対策の講座を担当している」の 29 件（16.7％）がほぼ

同数で続いた。 

 

 

  

度数 %

なにもしていない 60 34. 5%

教員が国試対策の講座を担当している 29 16. 7%

指定科目に関する授業を自由に聴講できるよう に

している
1 0. 6%

指定科目に関する授業を録画し 、

自由に視聴できるよう にしている
2 1. 1%

過去問活用ソフト （ 試験問題自動作成アプリ ） を

用いて作問し 、 問題演習を実施している
6 3. 4%

外部の業者と契約して国試対策の講座を

開講している（ 無料・ 有料を問わない）
31 17. 8%

国試対策の講座（ 教員実施・ 業者実施問わない） を

録画し 、 自由に視聴できるよう にしている
24 13. 8%

外部の業者が実施している国試対策講座を

受講する場合の費用を補助している
6 3. 4%

養成校を会場として各種模擬試験を実施している 21 12. 1%

各種模擬試験の受験量を補助している 4 2. 3%

国試対策テキスト の購入費用を補助している

（ 一括購入・ 配布を含む）
4 2. 3%

有料の国試対策アプリ を利用する費用を補助し ている 2 1. 1%

国試対策に有用な情報を積極的に提供している 55 31. 6%

試験勉強の状況を把握・ 管理・ 助言している 17 9. 8%

学習グループを作り 勉強会を開催している

（ 学校主導）
3 1. 7%

受験勉強をするためにいつでも使用できるスペース

（ 教室等） を確保している
18 10. 3%

その他 25 14. 4%
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各種模擬試験の受験料を補助している 
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Q.10 養成校におけるソ教連の国試対策ツールの活用状況（N=174,MA） 

養成校におけるソ教連の国試対策ツールの活用状況について複数回答でたずねたところ、最も多かった

内容は「全国統一模擬試験の受験勧奨」の 145 件（83.3％）であった。次いで、「ソ教連 YouTube チャンネル

（国試対策動画）の視聴勧奨」の 66 件（37.9％）、「全国統一模擬試験結果の振り返り（教員等による解説）」

の 45 件（25.9％）が続いており、学習動画視聴に関する内容も勧奨されていた。 

 

 
 

Q.11 社会福祉士国試対策として他の養成校や社会福祉法人・医療法人などの民間法人等と共同で実施して

いる取り組み（N=174,MA） 

国試対策として他の養成校や社会福祉法人・医療法人などの民間法人等と共同で実施している取り組み

について複数回答でたずねたところ、最も多かった内容は「なにもしていない」の 149 件（85.6％）であり大多

数を占めた。 

 
 

  

度数 %

なにも活用していない 13 7. 5%

国試対策集中講座「 講座・ 解説動画」 「 Poi ntBook」 の

活用勧奨
33 19. 0%

国試対策集中講座「 講座・ 解説動画」 「 Poi ntBook」 の

購入・ 頒布（ 養成校が全額・ 一部支出）
6 3. 4%

国試対策集中講座「 講座・ 解説動画」 「 Poi ntBook」 の

視聴・ 解説（ 養成校での一括購入によるパブリ ッ ク

ビューイングと教員解説）

8 4. 6%

全国統一模擬試験の受験勧奨 145 83. 3%

全国統一模擬試験結果の振り 返り （ 教員等による解説） 45 25. 9%

合格完全ガイド の学生への配布 26 14. 9%

ソ教連Yout ubeチャンネル（ 国試対策動画） の視聴勧奨 66 37. 9%

その他 3 1. 7%

0 15 30 45 60 75 90 105 120 135 150

度数 %

なにもしていない 149 85. 6%

他の養成校や社会福祉士会等との

共同による国試対策講座の開講
8 4. 6%

他の養成校や社会福祉士会等との

共同による模擬試験の実施
7 4. 0%

特定の社会福祉法人や医療法人等との

共同による国試対策講座の開講
1 0. 6%

その他 11 6. 3%

0 15 30 45 60 75 90 105 120 135 150
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Q.12 養成校において社会福祉士国家試験の合格率に強く関係していると考えられるもの（N=174,MA） 

社会福祉士国家試験の合格率に強く関係していると養成校が考える内容について複数回答でたずねた

ところ、最も回答が多かった内容は「学生の資格取得に向けた意欲」の 159件（91.4％）であった。次いで「学

生の基礎学力」の 122 件（70.1％）、「学生間の合格に向けた協力関係や合同での勉強」の 120 件（69.0％）、

「教員・学生による合格に向けた体制作り・機運向上」と「養成校で実施している国試対策の取り組み」が 116

件（66.7％）と同数で続いた。回答傾向から、養成校内での学生と教員間における学習体制の構築といった

取り組み要因が合格に関係していると考えられている傾向が示された。 

 
 

Q.13 その他、既卒者に対する社会福祉士国家資格取得支援についてご意見があればぜひお聞かせください。 

 ※明らかな誤字脱字以外は回答者が入力したまま記載した 

社会人のため、現役から 2，3 年たつと、仕事に追われモチベーションが続かないようだ。国試対策にかぎったこと

ではないが、学生にも受援力に差があり、例えば情報発信をしても、それ自体が苦痛となり、連絡が疎遠になって

いく人がいる。周りとの格差（職場環境、家庭環境、経済的環境、性格の明るさなど）などが負担になって、学習グ

ループのライングループなどから抜ける人が増えた。個人的には繋がっているが、そういったメンタル状況の中で、

仕事や家庭と両立しながら受験勉強をするのは難しそうである。また、福祉現場職はへとへとになっていて、ＺＯＯ

Ｍ授業を受けるために休みを調整したり、勉強に向かえる状態ではないという嘆きをよく聞きます。勉強の相談よ

り、離職の相談の方が件数が多いです。生活の基盤が安定しないと、勉強どころではないという感じです。 

卒後年数によって漫然と受け続けている（受験対策のための講座受講や模試の活用方法などを前年度から変え

てみるなどの対応をしていない）場合があるように見受けられるが、実際にどの程度がそのような状況なのか把握で

きておらず、また、そうした層に対する有効な対策が打てていないため、既卒者の実態把握、受験対策に（既卒者

が）取り組む促進策などの例の紹介、一斉調査の実施などがあると、当校での取り組みを進めることにつながりあり

がたい。 

卒業時の国試受験結果は把握できるが、卒業後だれが受験し、その結果がどうであったかの情報入手が非常に

困難。既卒者自身が報告してくれない限り、国家資格取得支援に結びつけることが難しいのが現状である。受験

資格を付与した養成校に対して、卒後の受験者の受験状態、合否の結果等、情報提供いただきたい。それによ

り、養成校から既卒者が再受験する際のサポートにつなげていけるものと考える。個人情報の観点から困難だとは

思うが、既卒者と養成校間での情報取り扱いの取り決めなど工夫すればできるのではないかと考える。 

度数 %

福祉系（ 福祉系公務員含む） に就職する学生の割合 81 46. 6%

就職先からの社会福祉士資格の要請 90 51. 7%

学生の基礎学力 122 70. 1%

学部教育の質（ 講座・ 演習・ 実習・ ゼミ など

すべてを含む）
80 46. 0%

学生の資格取得に向けた意欲 159 91. 4%

教員・ 学生による合格に向けた体制作り ・ 機運向上 116 66. 7%

学生間の合格に向けた協力関係や合同での勉強 120 69. 0%

養成校で実施している国試対策の取り 組み 116 66. 7%

その他 2 1. 1%

0 25 50 75 100 125 150 175
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第 36 回の国家試験をもって、旧カリキュラムでの試験が終わります。そのため、第 36 回の国家試験に合格できな

かった場合、既卒者は新カリキュラムのもとで行われる国家試験に大きな不安をもって臨むことになります。新カリ

キュラムで行われる試験と旧カリキュラムで行われる試験とで、科目変更等により、どのあたりが変わってくるのかを

明確に示した資料等で、既卒者に対する支援ができればと考えていますが、そのあたりの資料の共有などをお願

い致したく存じます。 

卒業生には、卒業後もコンタクトをとれるように、卒業前に私的なメールアドレスを登録してもらう機会を設けている

が、任意のものであるため、全員が登録するわけではない。特に受験に不合格だった学生への登録勧奨とその後

のアプローチが難しいのが現状。8割以上の学生が卒業時に合格する本学のような場合、既卒生向けの対策講座

を大学から離れたソ教連など別組織が実施しいていただく方が、疎外感を低下させることができるように思われる。 

いつも大変お世話になっております。特段ございませんが、（１）既卒者向けの模擬試験、（２）過去問題集の提

供、（３）講義やセミナーの開催を実施しながら、例えば（４）個別相談機会の提供などが多く実施されると既卒者は

自分自身のペースを保ち、不安を軽減し、自身の進捗状況を確認しながら学習を進めることが出来るようになると

も思います。今後とも何卒宜しくお願い申し上げます。 

社会福祉士資格がなくとも業務が行えるため、卒業後に資格取得の意欲が高まることがあまりない。病院や社会福

祉協議会の場合は採用時に資格取得を条件としているため、新卒での合格者が多い。社会福祉施設なとが社会

福祉士資格取得を促すようになれば意欲が高まると思われる。 

介護施設に就職した場合、社会福祉士よりも介護福祉士を先に取得します。介護現場では介護福祉士、ケアマ

ネ、という資格が有用なので、難しい社会福祉士を取得しようと考える卒業生は多くありません。職場での資格手

当が充実すれば取得への意欲が上がると思います。 

現状では、既卒者に対しての支援は実施していない。3 年前まで県内養成校主催で受験講座（ソ教連の VTR 鑑

賞とテキスト使用/1-2 日間コース）を実施した際は、声がけ出来る範囲で既卒者にも参加を促した。（1 回当たり２

名程度は既卒者も参加することがあった） 

在校生への受験対策が中心となり、既卒者への国家資格取得支援が十分でないため、既卒者に対する資格取得

支援について具体的な方法について検討が必要である。ソ教連の国試対策ツールを既卒者に周知することも資

格取得支援に繋がっていくと考える。 

「12」の補足です。本学が一定の結果を残すことができている最大理由は⑥です。平易に表現すると学生の団結

力です。換言すれば，国試合格に向けての協同です。これは自然発生的なものではなく，教員があれこれ趣向を

凝らして醸成させるものです。 

学修継続のモチベーションを維持向上させる情報発信（先輩のモチベーション維持体験談等） 

社会福祉士を必要とする事業者からの情報発信（就職や転職の契機となる話題等。例：今後の事業所での業務展

開での必要性や期待等） 

資格を取ることにより職場にメリット（報酬の加算の要件等）があれば、強力な後押しとなる。業務独占を増やすこと

は現実的に難しいため、社会福祉士がいることにより加算される体制をさらに増やすことで、職場が後を押しやすく

なる。 

国試に有益な情報の提供や本学で実施する模試の受験を推奨していますが、既卒者からの反応があまりない状

況です。勤務先まで連絡しないとしっかりと伝わらないと思いますが、そこまですることは躊躇します。 

既卒者の受験の有無、合否については、既卒者本人に確認するしかなく、すべての既卒者に連絡をすることが難

しいため、情報提供も個別の状況に応じて行うことができない。既卒者支援はなかなか難しいと感じる。 
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既卒者に対する資格取得支援については、その時点で携わっている業務によって、国家資格の必要性の強弱が

違ってくるため、本人のモチベーションに差がある中での一斉支援はなかなか難しいと感じます。 

既卒の希望者には、新卒者対象の国試対策講座を受講可能としている。また、受験 1 か月前から土日の教室開

放をして勉強に集中できる環境を作っている。（2023 年は 3 名参加し、3 名合格している） 

発表されてから学生に会うのが卒業式の１回ほどしかなく、不合格だった学生に声をかける方法が難しいと感じ

る。他大学の既卒者に対する支援も含め、どのように情報を発信しているのか等詳しく知りたい。 

既卒者で受験要件をみたしているものの、卒業年次に受験をしなかった卒業生や受験したものの不合格であった

者からの個別相談があった場合等は、教員が対応し受験に向けて助言を行っている。 

卒業して就職してしまうと、業務に忙殺され、学習の時間がなかなかとれず、養成校で支援したいが現状は難し

い。就職先と協力して受験支援ができればいいが、まだそこまでできていない。 

「国家試験対策ニューズレター（国家試験のワンポイントアドバイスや合格者の声などを掲載）」を大学ホームペー

ジに掲載し、既卒者も閲覧できるようにしている。 

①模擬試験にしても、対策講座にしても、費用がかかりすぎるように思います。②養成校間同士の連携・協働によ

る支援を検討してもよいのではないかと思います。 

資格自体は業務独占ではありませんし、未取得のまま就職もできています。既卒者のうち希望があれば教員個人

判断で対応はしております。 

既卒者支援の充実に関しては，所属機関に属する教員間の合意を必要とする。加えて，管理部門の支持と支援

を必要とする。 

既卒者に国家試験対策に関する情報を郵送しても、転居等で戻ってきてしまう等、情報提供が行き届かないことが

ある。 

受験資格を取得した既卒者に対して情報を提供できるサイトもしくはアプリがあるとより積極的に受験に繋がる。 

既卒者についても何らかの支援は必要だと考えていますが、現役生への指導で余裕がないのが現状です。 

就職・実習・国試対策と担当教員の時間負担が多く、既卒生への対応まで回らないのが実情です。 

国家試験取得のモチベーション向上につながる、資格の価値や魅力を発信してほしい。 

既卒者への試験対策についても、今後検討していく必要性を感じています。 

受験料の高騰は、既卒生（新卒生含む）の受験意欲を削ぐのではないか。 

通信課程であるため、終了後の関係性を維持することが難しい。 

 

 

 

１－２ 調査票 

１－１－１ 社会福祉法人調査 調査票   【p.125】 

１－１－２ 法人所属 社会福祉士受験者調査 調査票  【p.128】 

１－１－３ 社会福祉士養成校調査 調査票   【p.131】 
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２．養成校モニタリング 

アンケート 
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２－１ 集計結果 

２－１－１ 受験勉強への取組状況、学習支援ツールの活用状況等に関するアンケート （毎月アンケート） 

（１）調査の対象と方法 

① 調査対象 ： 養成校モニタリング（学習支援ツール活用モニタリング）参加者（モニター） 39 名 

② 調査方法 

webアンケートツールにより作成したアンケートフォームのURLを電子メールによりモニターに通知し、web

調査フォームに回答の入力を求める方法により実施した。 

 

（２）調査項目 

 本アンケート調査は、次項（３）表中の「内容」に記載された期間ごとの受験勉強の状況等を各設問において

尋ねた。詳細は、本章「２－２ 調査票」を参照されたい。 

問１  第 36 回社会福祉士国家試験に向けた受験勉強を始めているか 

問２  受験勉強の開始月   ※第２回以降は前回アンケート時に受験勉強未着手であった者のみが回答 

問３  １週間のうち受験勉強をした日は平均何日か 

問４  １日の平均的な受験勉強時間は何時間でしたか 

問５  受験勉強をいつしているか 

問６  学習支援ツールの活用状況について 

（１）合格完全ガイド（学習計画一覧表） 

（２）集中講座   ①講義動画   ②PointBook 

（３）全国統一模擬試験   ※本問は第 1 回アンケートにおいてのみ尋ねた 

（４）全国統一模擬試験 過去問（3 ヵ年分） 

（５）合格応援 SNS   ①LINE   ②X(旧 twitter)   ③YouTube   ④Instagram 

（６）学習支援ツール活用ガイド 

（７）定期連絡メール 

問７  出身校との連絡について 

（１）国家試験の受験や試験勉強に関する出身校の教員や職員からモニターへの連絡の有無 

（２）国家試験の受験や試験勉強に関するモニターから出身校の教員や職員への連絡の有無 

問８  卒業後に国家試験を受験する際の難しさについて 

（１）受験勉強への意欲の維持 

（２）受験勉強の時間の確保 

（３）受験勉強に適した環境の確保（場所、機器、通信環境等） 

（４）受験勉強の方法の確立 

（５）受験勉強に必要な費用の捻出 

（６）分からないことがあるときの質問先の確保 

問９  試験勉強を始めていない理由について   ※本問は問１の回答が「いいえ」（受験勉強未着手）の者のみ回答 

（１）受験勉強の意欲がわかない 

養成校モニタリングアンケート
 

２ 
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（２）受験勉強の時間の確保が難しい 

（３）受験勉強に適した環境の確保が難しい（場所、機器、通信環境等） 

（４）受験勉強の進め方が分からない 

（５）受験勉強に必要な費用の捻出が難しい 

（６）分からないことがあるときの質問先がない 

（７）その他 

 

（３）調査期間・回答数                                                ※再掲 

 内 容 実施期間 回答数 回答率 

第 1 回 10 月中旬～11 月上旬の 

受験勉強の状況等 

2023 年 11 月 28 日 

   ～2024 年１月 16 日 

32 82.1％ 

第 2 回 11 月中旬～12 月上旬の 

受験勉強の状況等 

2023 年 12 月 20 日 

   ～2024 年１月 30 日 

31 79.5％ 

第 3 回 12 月中旬～１月上旬の  

受験勉強の状況等 

2024 年１月 17 日 

   ～2024 年２月 13 日 

29 74.4％ 

第 4 回 １月中旬～国家試験前日 

の受験勉強の状況等 

2024 年２月７日 

   ～2024 年２月 20 日 

27 69.2％ 

 

（４）調査結果 （設問別集計結果） 

①対象者  本事業学習支援ツール活用モニタリング参加者（モニター） ３９名 

〔モニターの属性（モニタリング開始時）〕 

（ｱ）社会福祉士養成校 卒業年月 

卒業年月 人数 割合 

2023 年 3 月 9 名 23.1% 

2022 年 3 月 13 名 33.3% 

2021 年 3 月 8 名 20.5% 

小 計 30 名 76.9% 

2020 年 3 月以前 9 名 23.1% 

合 計 39 名 100.0% 

 

（ｲ）社会福祉士国家試験 受験回数 

受験回数 人数 割合 

0 回 1 名 2.6% 

1 回 18 名 46.2% 

2 回 12 名 30.8% 

3 回 6 名 15.4% 

4 回以上 2 名 5.1% 

合 計 39 名 100.0% 

23%

33%
21%

23% 2023年3月 9名

2022年3月 13名

2021年3月 8名

3%

46%

31%

15%

5%

0回 1名

1回 18名

2回 12名

3回 6名
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（ｳ）現在の勤務先 

現在の勤務先 人数 割合 

福祉関係 26 名 66.7% 

その他 13 名 33.3% 

合計 39 名 100.0% 

 

 

 

②設問別集計結果答 

第 1 回から第 4 回の調査結果は、それぞれ表・グラフに次のように表示した。 

第 1 回：10 月中旬～11 月上旬 

第 3 回：12 月中旬～1 月中旬 

第 2 回：11 月中旬～12 月上旬 

第 4 回： 1 月中旬～試験前日 

 

問１  第 36 回社会福祉士国家試験に向けた受験勉強を始めているか 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

N39 N39 N39 N39 

はい 

  
28 27 26 23 

(71.8%) (69.2%) (66.7%) (59.0%) 

いいえ 

  
4 4 3 4 

(10.3%) (10.3%) (7.7%) (10.3%) 

無回答 

  
7 8 10 12 

(17.9%) (20.5%) (25.6%) (30.8%) 

 

 

・ 調査実施回により回答者数が異なり、また回を重ねるごとに未回答者が増加したため、各時期におけるモ

ニターの受験勉強開始状況を正確に把握するには至らなかった。 
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受験勉強を始めているか

はい いいえ 無回答

67%

33%
福祉関係 26名

その他 13名

10 月中旬    11 月中旬    12 月中旬    1 月中旬 
 ～11 月上旬   ～12月上旬   ～1 月中旬    ～試験前日 
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・ 試験直前の時期においても、本問（受験勉強を始めているか）との問いに、4 名のモニターが「いいえ」と回

答した。 

 

問２  受験勉強の開始月 

  N39  n33 

８月以前 4 (10.3%)  (12.1%) 

９月 7 (17.9%)  (21.2%) 

10 月 10 (25.6%)  (30.3%) 

11 月 8 (20.5%)  (24.2%) 

12 月 2 (5.1%)  (6.1%) 

1 月 2 (5.1%)  (6.1%) 

無回答 6 (15.4%)  ※ 

※無回答以外の回答総数に対する割合 

・ 実施回によって回答（受験勉強開始月）が異なる場合、より早い月を集計の対象とした。 

・ いずれかの回で受験勉強開始月を回答したモニターのうち、９割近くが９月以降に受験勉強を開始してお

り、10 月に開始したモニターが最も多く全体の３割であった。 

 

問３  １週間のうち受験勉強をした日は平均何日か 

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n28 n27 n26 n23 

１日 6 6 4 2 

  (21.4%) (22.2%) (15.4%) (8.7%) 

２日 7 7 5 3 

  (25.0%) (25.9%) (19.2%) (13.0%) 

３日 8 4 5 3 

  (28.6%) (14.8%) (19.2%) (13.0%) 

４日 4 5 6 3 

  (14.3%) (18.5%) (23.1%) (13.0%) 

５日 2 2 3 6 

  (7.1%) (7.4%) (11.5%) (26.1%) 

６日 1 2 1 1 

  (3.6%) (7.4%) (3.8%) (4.3%) 

７日 0 1 2 5 

  (0.0%) (3.7%) (7.7%) (21.7%) 

・ アンケート対象期間の後半のほうが週当たりの受験勉強日数が増加している。 
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・ 次ページの折れ線グラフ（問３ １週間のうち受験勉強をした日は平均何日か）は、第１回から第４回までの

すべてのアンケートに回答した 17 名のモニターそれぞれの受験勉強日数の変化を表したもの。第 1 回か

ら第 4 回に向けて週平均の受験勉強日数が増えた（減らなかった）モニターが 7 名、各回とも同じ日数の

モニターが 2 名、増えたり減ったりしたモニターが 6 名、減った（増えなかった）モニターが 2 名であった。 

 

問４  １日の平均的な受験勉強時間は何時間でしたか 

 
10 月中旬 

～11 月上旬 
11 月中旬 

～12 月上旬 
12 月中旬 

～1 月上旬 
1 月中旬 

～試験前日 
n28 n27 n26 n23 

30 分未満 3 3 2 0 
  (10.7%) (11.1%) (7.7%) (0.0%) 
30 分以上～1 時間未満 12 8 9 4 
  (42.9%) (29.6%) (34.6%) (17.4%) 
1 時間以上～2 時間未満 10 13 11 13 
  (35.7%) (48.1%) (42.3%) (56.5%) 
2 時間以上 3 3 4 6 
  (10.7%) (11.1%) (15.4%) (26.1%) 

・アンケート対象期間の後半のほうが１日当たり受験勉強時間が増加している。 
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（問３ １週間のうち受験勉強をした日は平均何日か） 

 

 

1

2

3

4

5

6

7

1 0月中旬～1 1月上旬 1 1月中旬～1 2月上旬 1 2月中旬～1月上旬 1月中旬～試験前日

受
験
勉
強
日
数

受験勉強日数の変化
（第１回～第4回のすべてに回答のあった17名の状況）

№6 №16 №1 №4 №12 №22 №32 №34 №5

№14 №36 №2 №10 №15 №18 №25 №29

    減少    一定     増加    増減あり 
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〔参考〕 問３(勉強日数/週) ・ 問４(勉強時間/日)の回答の統合表 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n28 n27 n26 n23 

１

日 

30 分未満 2 (7.1%) 3 (11.1%) 2 (7.7%) 0 (0.0%) 

30 分以上 1 時間未満 3 (10.7%) 1 (3.7%) 2 (7.7%) 2 (8.7%) 

1 時間以上 2 時間未満 1 (3.6%) 1 (3.7%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

2 時間以上 0 (0.0%) 1 (3.7%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

２

日 

30 分未満 1 (3.6%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

30 分以上 1 時間未満 1 (3.6%) 3 (11.1%) 4 (15.4%) 2 (8.7%) 

1 時間以上 2 時間未満 4 (14.3%) 4 (14.8%) 1 (3.8%) 1 (4.3%) 

2 時間以上 1 (3.6%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

３

日 

30 分未満 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

30 分以上 1 時間未満 6 (21.4%) 2 (7.4%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

1 時間以上 2 時間未満 2 (7.1%) 2 (7.4%) 2 (7.7%) 2 (8.7%) 

2 時間以上 0 (0.0%) 0 (0.0%) 3 (11.5%) 1 (4.3%) 

４

日 

30 分未満 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

30 分以上 1 時間未満 1 (3.6%) 1 (3.7%) 2 (7.7%) 0 (0.0%) 

1 時間以上 2 時間未満 2 (7.1%) 3 (11.1%) 4 (15.4%) 3 (13.0%) 

2 時間以上 1 (3.6%) 1 (3.7%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

５

日 

30 分未満 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

30 分以上 1 時間未満 1 (3.6%) 1 (3.7%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

1 時間以上 2 時間未満 1 (3.6%) 1 (3.7%) 2 (7.7%) 5 (21.7%) 

2 時間以上 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (3.8%) 1 (4.3%) 

６

日 

30 分未満 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

30 分以上 1 時間未満 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

1 時間以上 2 時間未満 0 (0.0%) 2 (7.4%) 1 (3.8%) 1 (4.3%) 

2 時間以上 1 (3.6%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

７

日 

30 分未満 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

30 分以上 1 時間未満 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (3.8%) 0 (0.0%) 

1 時間以上 2 時間未満 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (3.8%) 1 (4.3%) 

2 時間以上 0 (0.0%) 1 (3.7%) 0 (0.0%) 4 (17.4%) 
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効率的に学習を進め、記憶の定着を図るうえでは、短時間で何度も学習すること（毎日コツコツ型）が望ましいとされている。このことを踏まえ、週当たりの受験勉強日

数と１日当たりの学習時間の組み合わせにより、各時期のコツコツ度とその変化の把握を試みた。具体的には、１週間の平均勉強日数と１日の平均勉強時間数の組

み合わせ（区分）に対し、１から 28 までの番号を振り、第１回から第４回のすべてに回答した 17 名の回答に対応させてグラフ上に配置した。 

 

 

 

  

     概ね段階的に勉強の日数・時間数を増やしたと推察されるモニター      その他のモニター 
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（問３の続き） 

・ 試験日が近づくにつれ、概ね段階的に勉強の日数・時間数を増やしたと推察されるモニター（コ

ツコツ型）が半数以上であった。その他、期間を通じてほぼ同様のペースで学習したと推察されるモニ

ター、学習時間が段々と減っていったモニターもいた。 

 

問５  受験勉強をいつしているか 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n28 n27 n26 n23 

出勤前 2 (7.1%) 0 (0.0%) 2 (7.7%) 3 (13.0%) 

通勤途中 4 (14.3%) 5 (18.5%) 4 (15.4%) 5 (21.7%) 

仕事の休憩時間 3 (10.7%) 2 (7.4%) 2 (7.7%) 4 (17.4%) 

退勤後 19 (67.9%) 16 (59.3%) 19 (73.1%) 19 (82.6%) 

休日 24 (85.7%) 22 (81.5%) 21 (80.8%) 20 (87.0%) 

その他 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (3.8%) 0 (0.0%) 

 

「その他」に関する記述（第３回）    ・体力に余裕のある時 

 

 

 
 

期別回答割合（グラフ中の数字は選択肢別の回答数） 

 

・ いずれの期間も休日に勉強しているモニターが最も多く、次いで退勤後の割合が高い。 
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問６  学習支援ツールの活用状況について 

（１）合格完全ガイド（学習計画一覧表） 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n28 n27 n26 n23 

よく使った 

  

2 3 4 3 

(7.1%) (11.1%) (15.4%) (13.0%) 

たまに使った 

  

23 18 17 14 

(82.1%) (66.7%) (65.4%) (60.9%) 

まったく使わなかった 

  

3 6 5 6 

(10.7%) (22.2%) (19.2%) (26.1%) 

 

 

期別回答割合（各期の有効回答数をそれぞれ 100％としたもの） 

 

・ いずれの期間も「たまに使った」モニターが最も多い。「よく使った」「たまに使った」を合わせると、全体の９

割のモニターが「合格完全ガイド」を使った。一方、各期間とも「まったく使わなかった」モニターが１～２割

いる。 
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（２）集中講座 

 ①講義動画 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n28 n27 n26 n23 

よく視聴した 

  

4 5 1 2 

(14.3%) (18.5%) (3.8%) (8.7%) 

たまに視聴した 

  

18 16 19 15 

(64.3%) (59.3%) (73.1%) (65.2%) 

まったく視聴しなかった 

  

6 6 6 6 

(21.4%) (22.2%) (23.1%) (26.1%) 

 

 

 

 

 

 

 

期別回答割合（各期の有効回答数をそれぞれ 100％としたもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ いずれの期間も「たまに視聴した」モニターが最も多い。「よく視聴した」「たまに視聴した」を合わせると、全

体の約８割のモニターが「集中講座」の講義動画を視聴した。一方、各期間とも「まったく視聴しなかった」

モニターが２割程度いる。 
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②PointBook 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n28 n27 n27 n23 

よく読んだ 

  

10 11 11 10 

(35.7%) (40.7%) (40.7%) (43.5%) 

たまに読んだ 

  

16 13 13 11 

(57.1%) (48.1%) (48.1%) (47.8%) 

まったく読まなかった 

  

2 3 2 2 

(7.1%) (11.1%) (7.4%) (8.7%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期別回答割合（各期の有効回答数をそれぞれ 100％としたもの） 

 

・ いずれの期間も「たまに読んだ」モニターが最も多い。「よく使った」「たまに使った」を合わせると、全体の９

割のモニターが「集中講座」の PointBook を読んだ。一方、各期間とも「まったく読まなかった」モニターが１

割程度いる。 
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（３）全国統一模擬試験   ※本問は第 1 回アンケートにおいてのみ尋ねた 

 
10 月中旬～11 月上旬 

n28 

受験した（解答マークシートを提出した） 28 (100.0%) 

解答を提出しなかったが問題を解いて答え合わせをした 0   (0.0%) 

受験しなかった 0   (0.0%) 

・ 第１回アンケートで「受験勉強を開始した」と回答（問１「はい」）した 28 名の全員が「全国統一模擬試験」を

受験した。 

・ なお、下表〔参考〕のとおり、同アンケートで「受験勉強を開始していない」と回答したモニターおよび無回

答のモニターのうち、５名が模試を受験しており、モニター39 名中 33 名が模試を受験した。一方、６名のモ

ニターが模試を受験しなかった。 

〔参考〕 全国統一模擬試験の解答マークシートの受付状況とのクロス集計 

 毎月アンケート結果 

（10 月中旬～11 月上旬） 

合 計 受験勉強を開始した 受験勉強を開始し

ていない／無回答 
模試を受験

した 

模試を受験

していない 

解答マークシート

受付状況 

期日までに受付 28 0 5 33 

その他（※） 0 0 6 6 

合 計 28 0 11 39 

 

（４）全国統一模擬試験 過去問（3 ヵ年分） 

  
10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

  n28 n27 n27 n23 

よく使った 3 7 10 12 

  (10.7%) (25.9%) (37.0%) (52.2%) 

たまに使った 11 15 13 11 

  (39.3%) (55.6%) (48.1%) (47.8%) 

まったく使わなかった 14 5 3 0 

  (50.0%) (18.5%) (11.1%) (0.0%) 

・ 模試過去問は、試験日に近づくほど「よく使った」と回答したモニターが増えた。第 4 回調査（１月中旬～試

験前日）では、「まったく使わなかった」と回答したモニターはいなかった。 
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※（４）「全国統一模擬試験 過去問（3 ヵ年分）」のつづき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期別回答割合（各期の有効回答数をそれぞれ 100％としたもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）合格応援 SNS 

 ①LINE 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n28 n27 n27 n23 

よく見た 

  

6 5 5 6 

(21.4%) (18.5%) (18.5%) (26.1%) 

たまに見た 

  

5 6 3 4 

(17.9%) (22.2%) (11.1%) (17.4%) 

まったく見なかった 

  

17 16 18 13 

(60.7%) (59.3%) (66.7%) (56.5%) 
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※（５）「合格応援 SNS ①LINE」のつづき 

 

期別回答割合（各期の有効回答数をそれぞれ 100％としたもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ いずれの期間も「まったく見なかった」が最も多い。合格応援 SNS の中では、「LINE」の利用が最も多かっ

た。 

 

 ②X(旧 twitter) 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n28 n27 n27 n23 

よく見た 

  

2 2 3 2 

(7.1%) (7.4%) (11.1%) (8.7%) 

たまに見た 

  

3 2 4 5 

(10.7%) (7.4%) (14.8%) (21.7%) 

まったく見なかった 

  

23 23 19 16 

(82.1%) (85.2%) (70.4%) (69.6%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21%

19%

19%
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※「（５）合格応援 SNS ②X（旧 twitter)」のつづき 

 

期別回答割合（各期の有効回答数をそれぞれ 100％としたもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③YouTube 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n28 n27 n27 n23 

よく見た 

  

1 1 3 3 

(3.6%) (3.7%) (11.1%) (13.0%) 

たまに見た 

  

10 6 8 6 

(35.7%) (22.2%) (29.6%) (26.1%) 

まったく見なかった 

  

17 20 15 14 

(60.7%) (74.1%) (55.6%) (60.9%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期別回答割合（各期の有効回答数をそれぞれ 100％としたもの） 
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 ④Instagram 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n28 n27 n27 n23 

よく見た 

  

1 0 3 2 

(3.6%) (0.0%) (11.1%) (8.7%) 

たまに見た 

  

3 6 4 5 

(10.7%) (22.2%) (14.8%) (21.7%) 

まったく見なかった 

  

24 21 19 16 

(85.7%) (77.8%) (70.4%) (69.6%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期別回答割合（各期の有効回答数をそれぞれ 100％としたもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）学習支援ツール活用ガイド 

   

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n28 n26 n25 n23 

よく見た 

  

4 5 3 4 

(14.3%) (19.2%) (12.0%) (17.4%) 

たまに見た 

  

21 18 15 15 

(75.0%) (69.2%) (60.0%) (65.2%) 

まったく見なかった 

  

3 3 7 4 

(10.7%) (11.5%) (28.0%) (17.4%) 
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※（６）「学習支援ツール活用ガイド」のつづき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期別回答割合（各期の有効回答数をそれぞれ 100％としたもの） 

 

・ いずれの期間も「たまに見た」が最も多い。「よく見た」「たまに見た」を合 

 

わせると、全体の９割のモニターが「学習支援ツール活用ガイド」を見た。一方、各期間とも「まったく見なか 

 

 

 

た」モニターが１割程度いる。 

 

・ いずれの期間も「たまに見た」が最も多い。「よく見た」「たまに見た」を合わせると、全体の９割のモニターが

「学習支援ツール活用ガイド」を見た。一方、各期間とも「まったく見なかった」モニターが１～２割程度いる。 

 

（７）定期連絡メール 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 
11 月中旬 

～12 月上旬 
12 月中旬 

～1 月上旬 
1 月中旬 

～試験前日 

n28 n26 n25 n23 

全部読んだ 

  

21 17 17 16 

(75.0%) (65.4%) (68.0%) (69.6%) 

一部読んだ 

  

6 9 7 6 

(21.4%) (34.6%) (28.0%) (26.1%) 

まったく読まなかった 

  

1 0 1 1 

(3.6%) (0.0%) (4.0%) (4.3%) 

・ 各期間ともほとんどのモニターが「定期メール」の全部または一部を読んだ。 
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※（７）「定期連絡メール」の続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期別回答割合（各期の有効回答数をそれぞれ 100％としたもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７  出身校との連絡について 

（１）国家試験の受験や試験勉強に関する出身校の教員や職員からモニターへの連絡の有無 

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n32 n28 n27 n23 

連絡があった 

（２回以上） 

11 13 9 12 

(34.4%) (46.4%) (33.3%) (52.2%) 

連絡があった 

（１回） 

8 2 7 1 

(25.0%) (7.1%) (25.9%) (4.3%) 

連絡はなかった 
13 13 11 10 

(40.6%) (46.4%) (40.7%) (43.5%) 
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〔参考〕 問６（１）～（７）学習支援ツールの使用状況を期間別にグラフ化したもの 
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※問７「出身校との連絡について」のつづき 

（２）国家試験の受験や試験勉強に関するモニターから出身校の教員や職員への連絡の有無 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n32 n27 n26 n23 

連絡した（２回以上） 

  

2 2 0 1 

(6.3%) (7.4%) (0.0%) (4.3%) 

連絡した（１回） 

  

5 2 2 2 

(15.6%) (7.4%) (7.7%) (8.7%) 

連絡しなかった 

  

25 23 24 20 

(78.1%) (85.2%) (92.3%) (87.0%) 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

・ （１）出身校の教員等からモニターへの連絡 ： ５～６割のモニターが出身校の教員等からの連絡を受けて

いる。一方、教員等から連絡のなかったモニターは各期間とも４割程度。 

・ （２）モニターから出身校の教員等への連絡 ： 出身校の教員等に連絡したモニターは、各期間とも２割程

度。８割のモニターは教員等に連絡していない。 

 

問８  卒業後に国家試験を受験する際の難しさについて 

（１）受験勉強への意欲の維持 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n28 n26 n25 n23 

とても難しい 

  

20 15 14 16 

(71.4%) (57.7%) (56.0%) (69.6%) 

まあまあ難しい 

  

6 5 10 6 

(21.4%) (19.2%) (40.0%) (26.1%) 

少し難しい 

  

1 5 1 0 

(3.6%) (19.2%) (4.0%) (0.0%) 

難しくない 

  

1 1 0 1 

(3.6%) (3.8%) (0.0%) (4.3%) 
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※問８「卒業後に国家試験を受験する際の難しさについて」のつづき 

期別回答割合（各期の有効回答数をそれぞれ 100％としたもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 全体の６～７割のモニターが「受験勉強への意欲の維持がとても難しい」と回答している。 

・ 「とても難しい」「まあまあ難しい」の割合は、「10 月中旬～11 月上旬」より「11 月中旬～12 月上旬」のほうが

減るが、「12 月中旬～1 月上旬」に「まあまあ難しい」が増え、「1 月中旬～試験前日」には「とても難しい」の

割合が増えている。 

・ アンケート票末尾の補足回答欄に「仕事に疲れ、勉強のモチベーションが上がらない」との回答があった。 

 

（２）受験勉強の時間の確保 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n28 n26 n25 n23 

とても難しい 

  

18 16 16 18 

(64.3%) (61.5%) (64.0%) (78.3%) 

まあまあ難しい 

  

8 7 7 5 

(28.6%) (26.9%) (28.0%) (21.7%) 

少し難しい 

  

2 2 2 0 

(7.1%) (7.7%) (8.0%) (0.0%) 

難しくない 

  

0 1 0 0 

(0.0%) (3.8%) (0.0%) (0.0%) 

 

期別回答割合（各期の有効回答数をそれぞれ 100％としたもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 10 月中旬～1 月上旬の 3 期は、「とても難しい」「まあまあ難しい」が全体の約９割を占めている。 

・ 「とても難しい」の割合は「1 月中旬～試験前日」が最も多く、回答したモニターの８割が選択。「1 月中旬～

試験前日」は、「とても難しい」「まあまあ難しい」以外を選択した回答者はいない。 
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（３）受験勉強に適した環境の確保（場所、機器、通信環境等） 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n28 n26 n25 n23 

とても難しい 

  

9 10 9 9 

(32.1%) (38.5%) (36.0%) (39.1%) 

まあまあ難しい 

  

11 8 9 10 

(39.3%) (30.8%) (36.0%) (43.5%) 

少し難しい 

  

2 3 4 2 

(7.1%) (11.5%) (16.0%) (8.7%) 

難しくない 

  

6 5 3 2 

(21.4%) (19.2%) (12.0%) (8.7%) 

 

期別回答割合（各期の有効回答数をそれぞれ 100％としたもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 10 月中旬～1 月上旬の 3 期は、「とても難しい」「まあまあ難しい」が全体の約７割を占めている。 

・ 試験日が近づくにつれ、「難しくない」の割合が減少している。また、「1 月中旬～試験前日」に「とても難し

い」「まあまあ難しい」の割合が最も大きくなっている。 

 

（４）受験勉強の方法の確立 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n28 n26 n25 n23 

とても難しい 

  

14 12 10 13 

(50.0%) (46.2%) (40.0%) (56.5%) 

まあまあ難しい 

  

10 7 13 8 

(35.7%) (26.9%) (52.0%) (34.8%) 

少し難しい 

  

4 6 2 0 

(14.3%) (23.1%) (8.0%) (0.0%) 

難しくない 

  

0 1 0 2 

(0.0%) (3.8%) (0.0%) (8.7%) 
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※（４「）受験勉強の方法の確立」のつづき 

期別回答割合（各期の有効回答数をそれぞれ 100％としたもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「10 月中旬～11 月上旬」から「11 月中旬～12 月上旬」にかけて、「とても難しい」「まあまあ難しい」が減っ

ている。 「12 月上旬～1 月上旬」にはさらに「とても難しい」が減っているが、一方で「まあまあ難しい」が「と

ても」の減り幅以上に増えている。「1 月上旬～試験日前日」は、「とても難しい」の割合が最大になっている。 

 

（５）受験勉強に必要な費用の捻出 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n28 n26 n25 n23 

とても難しい 

  

6 3 3 4 

(21.4%) (11.5%) (12.0%) (17.4%) 

まあまあ難しい 

  

4 2 5 2 

(14.3%) (7.7%) (20.0%) (8.7%) 

少し難しい 

  

8 10 8 9 

(28.6%) (38.5%) (32.0%) (39.1%) 

難しくない 

  

10 11 8 8 

(35.7%) (42.3%) (32.0%) (34.8%) 

 

期別回答割合（各期の有効回答数をそれぞれ 100％としたもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 費用の捻出を難しいと回答したモニターの数は、「難しさ」を尋ねた問への回答の中では最も少なく、「難し

くない」と回答したモニターの数は最も多い。 
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（６）分からないことがあるときの質問先の確保 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n28 n26 n25 n23 

とても難しい 

  

8 7 8 8 

(28.6%) (26.9%) (32.0%) (34.8%) 

まあまあ難しい 

  

9 5 7 8 

(32.1%) (19.2%) (28.0%) (34.8%) 

少し難しい 

  

8 10 5 4 

(28.6%) (38.5%) (20.0%) (17.4%) 

難しくない 

  

3 4 4 3 

(10.7%) (15.4%) (16.0%) (13.0%) 

 

期別回答割合（各期の有効回答数をそれぞれ 100％としたもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  「10 月中旬～11 月上旬」から「11 月中旬～12 月上旬」にかけて、「とても難しい」「まあまあ難しい」が減る

が、その後はいずれもわずかながら増えている。 

・「難しくない」の割合は、各期とも全体の 1 割～1.5 割。 

 

  

29%

27%

32%

35%

32%

19%

28%

35%

29%
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20%

17%

11%

15%

16%

13%
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12月中旬～1月上旬

1月中旬～試験前日

とても難しい
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少し難しい
難しくない
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〔参考〕 問８（１）～（６）「卒業後に国家試験を受験する際の難しさ」を期間別にグラフ化したもの 
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問９  試験勉強を始めていない理由について 

   ※本問は問１の回答が「いいえ」（受験勉強未着手）の者のみ回答 

（１）受験勉強の意欲がわかない 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n4 n3 n3 n4 

はい 

  

1 1 1 4 

(25.0%) (33.3%) (33.3%) (100.0%) 

いいえ 

  

3 2 2 0 

(75.0%) (66.7%) (66.7%) (0.0%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 10 月中旬～1 月中旬までの 3 期は「はい」（意欲がわかない）と回答したモニターが 1 名であった。1 月中

旬～試験前日までの回答のみ 4 名の回答者がすべて「はい」意欲がわかないと回答した。 

 

（２）受験勉強の時間の確保が難しい 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n4 n3 n3 n4 

はい 

  

4 3 3 3 

(100.0%) (100.0%) (100.0%) (75.0%) 

いいえ 

  

0 0 0 1 

(0.0%) (0.0%) (0.0%) (25.0%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 各期とも受験勉強を始めていない回答者のほとんどが「受験勉強時間の確保が難しい」と回答した。 

 

0

1

2

3

4

はい いいえ

人

数

受験勉強の意欲がわかない

10月中旬～11月上旬

11月中旬～12月上旬

12月中旬～1月上旬

1月中旬～試験前日

0

1
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はい いいえ

人

数

受験勉強の時間の確保が難しい

10月中旬～11月上旬

11月中旬～12月上旬

12月中旬～1月上旬

1月中旬～試験前日
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（３）受験勉強に適した環境の確保が難しい（場所、機器、通信環境等） 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n4 n3 n2 n4 

はい 

  

1 0 0 2 

(25.0%) (0.0%) (0.0%) (50.0%) 

いいえ 

  

3 3 2 2 

(75.0%) (100.0%) (100.0%) (50.0%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）受験勉強の進め方が分からない 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n4 n3 n2 n4 

はい 

  

1 0 0 0 

(25.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) 

いいえ 

  

3 3 2 4 

(75.0%) (100.0%) (100.0%) (100.0%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 各期とも受験勉強を始めていない回答者のほとんどが「受験勉強の進め方が分からない」の問いに対し、

「いいえ」と回答した。 
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人

数

受験勉強に適した環境の確保が難しい
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11月中旬～12月上旬

12月中旬～1月上旬

1月中旬～試験前日
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163



（５）受験勉強に必要な費用の捻出が難しい 

 
10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n4 n3 n2 n4 

はい 

  

0 0 0 1 

(0.0%) (0.0%) (0.0%) (25.0%) 

いいえ 

  

4 3 2 3 

(100.0%) (100.0%) (100.0%) (75.0%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 各期とも受験勉強を始めていない回答者のほとんどが「受験勉強に必要な費用の捻出が難しい」の問いに

対し、「いいえ」と回答した。 

 

（６）分からないことがあるときの質問先がない 

  

  

10 月中旬 

～11 月上旬 

11 月中旬 

～12 月上旬 

12 月中旬 

～1 月上旬 

1 月中旬 

～試験前日 

n4 n3 n2 n4 

はい 

  

0 0 1 0 

(0.0%) (0.0%) (50.0%) (0.0%) 

いいえ 

  

4 3 1 4 

(100.0%) (100.0%) (50.0%) (100.0%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）その他   回答なし 
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4
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人

数

受験勉強に必要な
費用の捻出が難しい
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２－１－２ 国家試験の合否、学習支援ツールの受験勉強への貢献度等に関するアンケート （全体アンケート） 

（１）調査の対象と方法 

① 調査対象 ： 養成校モニタリング（学習支援ツール活用モニタリング）参加者（モニター） 39 名 

② 調査方法 

webアンケートツールにより作成したアンケートフォームのURLを電子メールによりモニターに通知し、web

調査フォームに回答の入力を求める方法により実施した。 

 

（２）調査項目 

問１  2024 年 1 月 1 日現在の勤務 

問２  第 36 回社会福祉士国家試験の合否（合格・不合格・不受験） 

問３  受験しなかった理由 

問４  合格完全ガイド（学習計画一覧表）の受験勉強への貢献度 

問５  合格完全ガイド（学習計画一覧表）の改善提案 

問６  「集中講座」講義動画の受験勉強への貢献度 

問７  「集中講座」講義動画の改善提案 

問８  「集中講座」PointBook の受験勉強への貢献度 

問９  「集中講座」PointBook の改善提案 

問 10 「全国統一模擬試験」の受験勉強への貢献度 

問 11 「全国統一模擬試験」の改善提案 

問 12 「全国統一模擬試験 過去問」の受験勉強への貢献度 

問 13 「全国統一模擬試験 過去問」の改善提案 

問 14 「LINE」による情報発信等の受験勉強への貢献度 

問 15 問 14 の回答を選んだ理由 

問 16 「X（旧 twitter）」による情報発信等の受験勉強への貢献度 

問 17 問 16 の回答を選んだ理由 

問 18 「YouTube」による情報発信等の受験勉強への貢献度 

問 19 問 18 の回答を選んだ理由 

問 20 「Instagram」による情報発信等の受験勉強への貢献度 

問 21 問 20 の回答を選んだ理由 

問 22 「学習支援ツール活用ガイド」の受験勉強への貢献度 

問 23 「学習支援ツール活用ガイド」の改善提案 

問 24 「定期メール」の受験勉強への貢献度 

問 25 「定期メール」の改善提案 

問 26 学習支援ツールは、「受験勉強の維持」「 受験勉強の時間の確保」「 受験勉強の方法の確立」等、働

きながら国家試験を受験する難しさの軽減・解消に役立ったか 

問 27 働きながら国家試験を受験する難しさの軽減・解消にどのように役立ったか 

問 28 モニタリングで提供した学習支援ツールのほかに、受験勉強に役立った教材や、学習方法 

問 29 問 28 までの回答以外のモニタリング参加に関する感想、意見等 
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（３）調査期間・回答数                            ※再掲 

実施期間 回答数 回答率 

2024 年２月 26 日～2024 年３月８日 26 66.7％ 

 

（４）調査結果 （設問別集計結果） 

問１  2024 年 1 月 1 日現在の勤務先 

○勤務先または所属部署が、福祉、保健、医療、教育に関する事業を実施している場合 

→ ご自身の職種や担当業務内容のいかんに関わらず、「福祉・保健・医療・教育関係」を選択してください 

○上記に該当しない場合 → 「 その他」を選択してください 

  n26 

福祉・保健・医療・教育関係 20 (76.9%) 

その他 6 (23.1%) 

・ 「福祉・保健・医療・教育関係」と「その他」の割合は、概ね 3：1。 

 

問２  第 36 回社会福祉士国家試験の合否 

全体（モニター総数） 合格者 不合格者 不受験者 無回答 

39 13 10 3 13 

(100.0%) (33.3%) (25.6%) (7.7%) (33.3%) 

※不受験者３名を除いた場合 (36.1%) (27.8%)  (36.1%) 
 

 

 

 

 

 

【備考】 

・ アンケートには無回答であったが「合格」であったモニターが４名、「不合格」であることが把握されたモニ

ターが２名いたことを把握した（協力校の教員（本事業委員会委員）による情報提供）。これを加味すると、モ

ニター39 名の合否・不受験等の状況は、次のとおりである。 

   〔 合格者 17 名 ／ 不合格者 12 名 ／ 不受験者 3 名 ／ 無回答（不明）7 名 〕 

・ この場合、不受験者３名を除く 36 名に占める合格者の割合は、47.2％である。 

【参考①】 第 36 回社会福祉士国家試験合格率（試験日：2024（令和 6）年 2 月 4 日） 

・ 公益財団法人社会福祉振興・試験センター「第 36回社会福祉士国家試験の合格発表について」（2024（令

和 6）年 3 月 5 日公表）の「７ 合格率 58.1％」の「（内訳）」の表をもとに本連盟が計算したもの。 

既卒受験者数 既卒合格者数 既卒合格率 

19,702 人 8,508 人 43.2% 

 

合格者, 13 不合格者, 10
不受験者, 3

無回答, 13

合格者
不合格者
不受験者
無回答

（人） 

166



【参考②】 本問（問２）と問１（勤務先）のクロス集計 

  
全体 合格者 不合格者 不受験者 

n26 n13 n10 n3 

福祉・保健・医療・教育関係 20 (76.9%) 9 (69.2%) 9 (90.0%) 2 (66.7%) 

その他 6 (23.1%) 4 (30.8%) 1 (10.0%) 1 (33.3%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 勤務先（福祉等関係かその他か）による大きな差異は見られなかった。 

 

問３  受験しなかった理由 

○問２で「受験しなかった」を選択したモニター（３名）への問い 

 

 

 

 

 

問４  合格完全ガイド（学習計画一覧表）の受験勉強への貢献度についてお答えください 

○実際に使ってみて、受験勉強に役立ったかかどうか、自身の考えに近い選択肢を選択 

 （問６・８・10・12・14・16・18・20・22・24 について同様） 

  
全体 合格者 不合格者 不受験者 

n26 n13 n10 n3 

とても役に立った 7 (26.9%) 4 (30.8%) 3 (30.0%) 0 (0.0%) 

まあまあ役に立った 10 (38.5%) 5 (38.5%) 3 (30.0%) 2 (66.7%) 

使ったが、あまり役に立たなかった 5 (19.2%) 3 (23.1%) 2 (20.0%) 0 (0.0%) 

使ったが、まったく役に立たなかった 1 (3.8%) 0 (0.0%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 

使わなかった 3 (11.5%) 1 (7.7%) 1 (10.0%) 1 (33.3%) 

 

  

・ 当日に体調を崩したため  1 名 

・ 充分な勉強時間が確保できず、自信がなかったため  1 名 

・ 無回答  1 名 

20
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（人） 
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※問４ 「合格完全ガイド（学習計画一覧表）の受験勉強への貢献度」のつづき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「とても役に立った」が 7 名（26.9%）、「まあまあ役に立った」が 10 名(38.5%)。回答者全体の約 65％が「役に

立った」と回答した。 

 

問５  合格完全ガイド（学習計画一覧表）の改善提案がありましたら記入してください 

○働きながら資格取得をめざす方々にとってさらに役立つものにするための提案や、より使いやすくするための提案 

 （問７・９・11・13・23・25 について同様） 

 

 

 

問６  「集中講座」講義動画の受験勉強への貢献度についてお答えください 

  
全体 合格者 不合格者 不受験者 

n26 n13 n10 n3 

とても役に立った 9 (34.6%) 5 (38.5%) 4 (40.0%) 0 (0.0%) 

まあまあ役に立った 9 (34.6%) 4 (30.8%) 3 (30.0%) 2 (66.7%) 

視聴したが、あまり役に立たなかった  1 (3.8%) 0 (0.0%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 

視聴したが、まったく役に立たなかった  1 (3.8%) 1 (7.7%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

視聴しなかった 6 (23.1%) 3 (23.1%) 2 (20.0%) 1 (33.3%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 全体の 7 割近くが 「とても役に立った」または「まあまあ役に立った」と回答した一方、回答者全体の 4 分の

1 弱に当たる６名(23.1%)が「視聴しなかった」と回答した。 

・ 一度受けたことある方や福祉系で働いている方の場合は、一度模擬試験を受けてから点数の低かった所

や点数を稼ぎやすいところを重点的に学ぶ方法が効率よく感じました。 
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・ 視聴したモニターからは、問 7 にあるように、1 科目当たりの視聴時間の長さ、チャプター等の設定、映像の

内容等に関する改善提案が挙げられている。なお、改善提案は、合格者・不合格者のいずれからも、また、

「役に立った」と評価したモニター・「役に立たなかった」と評価モニターのいずれからも行われている。 

・ 働きながら受験する難しさの軽減・解消への学習支援ツールの貢献度を尋ねた問 27 では、講義動画関連

の回答として、以下の回答があった。 

・ 過去問題だけでなく動画講義などを利用することで、より理解を深めることにつながったと思います。 

・ 講師の方々のアドバイスを聞くことができたため、内容を多く詰め込みすぎず試験に出そうなポイント

を覚えることに繋がり心に少しゆとりを持って臨めました。 

 

問７  「集中講座」講義動画の改善提案がありましたら記入してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８  「集中講座」PointBook の受験勉強への貢献度についてお答えください 

  
全体 合格者 不合格者 不受験者 

n26 n13 n10 n3 

とても役に立った 18 (69.2%) 11 (84.6%) 6 (60.0%) 1 (33.3%) 

まあまあ役に立った 6 (23.1%) 1 (7.7%) 4 (40.0%) 1 (33.3%) 

使ったが、あまり役に立たなかった 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

使ったが、まったく役に立たなかった 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

使わなかった 2 (7.7%) 1 (7.7%) 0 (0.0%) 1 (33.3%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 一講座が長く一回で見るのが大変だった。科目ごとに、何個かのトピックに分かれていて短い時間だと、

空き時間に見やすいと感じた。 

・ 1 回の時間が長く連続して視聴しようという気にはなれませんでした。もう少し短いと通勤時間や昼休みに

も活かせると思います。 

・ 単元ごとにスキップできる機能があればよい。 

・ 電車通勤途中でも理解を深められるように話している人をずっと映すのではなく、何か資料を見せながら

の方が使いやすい。 

・ 動画内にも画像や図を出していただけると PointBook が広げづらい状況でも見れると思いました。 

・ 集中講座の最後に一問一答みたいなもの少しあると嬉しいなと思いました。 
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（人） 
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・ 回答者全体の約７割が「とても役に立った」と回答しており、「まあまあ役に立った」と合わせると PointBook を

使った 24 名全員が受験勉強に役立ったと回答した。 

・ PointBook の改善提案について尋ねた次の問い（問９）では、メモを書き込むスペースの確保についての提

案があった。 

 

問９  「集中講座」PointBook の改善提案がありましたら記入してください 

 

 

 

 

 

問 10  「全国統一模擬試験」の受験勉強への貢献度についてお答えください 

  
全体 合格者 不合格者 不受験者 

n26 n13 n10 n3 

とても役に立った 16 (61.5%) 12 (92.3%) 3 (30.0%) 1 (33.3%) 

まあまあ役に立った 7 (26.9%) 1 (7.7%) 5 (50.0%) 1 (33.3%) 

受験したが、あまり役に立たなかった 1 (3.8%) 0 (0.0%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 

受験したが、まったく役に立たなかった  1 (3.8%) 0 (0.0%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 

受験しなかった 1 (3.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (33.3%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 合格者のほとんどが「全国統一模擬試験」が受験勉強に「とても役に立った」と回答した。「まあまあ」と合わ

せると、合格者の全員が「役に立った」と回答した。 

 

問 11  「全国統一模擬試験」の改善提案がありましたら記入してください 

 

 

 

 

・ 効率的に学び直すことができました。 

・ 図もあって見やすかったと思います。  

・ 左右の余白を少し広くしてメモができると助かった。 
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（人） 

「全国統一模擬試験」の改善提案 

・ ほとんど学習しないで受けたため、不足しているところが明確になったので良かったです。 
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問 12  「全国統一模擬試験 過去問」の受験勉強への貢献度についてお答えください 

  
全体 合格者 不合格者 不受験者 

n26 n13 n10 n3 

とても役に立った 13 (50.0%) 8 (61.5%) 4 (40.0%) 1 (33.3%) 

まあまあ役に立った 8 (30.8%) 3 (23.1%) 4 (40.0%) 1 (33.3%) 

使ったが、あまり役に立たなかった 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

使ったが、まったく役に立たなかった 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

使わなかった 5 (19.2%) 2 (15.4%) 2 (20.0%) 1 (33.3%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  「全国統一模擬試験 過去問」を使用したモニターは、いずれも「とても役に立った」または「まあまあ役に

立った」と回答し、「役に立たなかった」の２つの選択肢を選択したとモニターはいなかった。 

・ 「全国統一模擬試験 過去問」を使用しなかったモニターは５名であった。うち２名は合格者であり、そのうち

１名は、問 13 に「時間がなくて使用しなかった」と回答した。 

 

問 13  「全国統一模擬試験 過去問」の改善提案がありましたら記入してください 

 

 

○改善提案ではないが、回答のとおり記載した。 

 

問 14  「LINE」による情報発信等の受験勉強への貢献度についてお答えください 

  
全体 合格者 不合格者 不受験者 

n26 n13 n10 n3 

とても役に立った 6 (23.1%) 3 (23.1%) 3 (30.0%) 0 (0.0%) 

まあまあ役に立った 5 (19.2%) 3 (23.1%) 0 (0.0%) 2 (66.7%) 

見たが、あまり役に立たなかった 1 (3.8%) 0 (0.0%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 

見たが、まったく役に立たなかった 1 (3.8%) 1 (7.7%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

見なかった 13 (50.0%) 6 (46.2%) 6 (60.0%) 1 (33.3%) 

 

 

・ 時間がなくて使用しなかった。 
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※問 14 「LINE による情報発信等の受験勉強への貢献度」のつづき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 合格者、不合格者、不受験者の回答の間に大きな違いはないが、合格者における LINE 配信記事閲覧者

の割が若干高い。 

 

問 15  問 14 の回答を選んだ理由をご記入ください 

○前問で「とても役に立った」、「まあまあ役に立った」、「あまり役に立たなかった」、「まったく役に立たなかった」と回答し

た場合は、そう思った理由 （問 17・19・21 について同様） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16  「X（旧 twitter）」による情報発信等の受験勉強への貢献度についてお答えください 

  
全体 合格者 不合格者 不受験者 

n26 n13 n10 n3 

とても役に立った 3 (11.5%) 3 (23.1%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

まあまあ役に立った 4 (15.4%) 3 (23.1%) 0 (0.0%) 1 (33.3%) 

見たが、あまり役に立たなかった 1 (3.8%) 0 (0.0%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 

見たが、まったく役に立たなかった 2 (7.7%) 1 (7.7%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 

見なかった 16 (61.5%) 6 (46.2%) 8 (80.0%) 2 (66.7%) 

 

6

3 3

0

5
3

0
2

1
0

1
0

1 1
0 0

13

6 6

1

0

5

10

15

20
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とても役に立った
まあまあ役に立った
見たが、あまり役に立たなかった
見たが、まったく役に立たなかった
見なかった

（人） 

○とても役に立った 

・ モチベーションを保つことに繋がった。 

・ 周りに合格者が多いと、自分が孤独になってる気持ちだったが、コメントがあると自分の士気を仕

事がありながらも何とか保てることが出来た。 

○まあまあ役に立った 

・ 周りの頑張りが伝わってきたため。  

○見たが、まったく役に立たなかった 

・ LINE は見ていたが、内容まで確認する余裕がなかった。 

○見なかった 

・ LINE をあまり見ないので友だち登録していませんでした。 

・ LINE をしていないため。 

・ あまり意味を感じなかった。 
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※問 16 「X（旧 twitter）による情報発信等の受験勉強への貢献度」のつづき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「とても役に立った」、「まあまあ役に立った」を選択したモニターは、不受験者１名を除き、合格者であった。 

 

問 17  問 16 の回答を選んだ理由をご記入ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18  「YouTube」による情報発信等の受験勉強への貢献度についてお答えください 

  
全体 合格者 不合格者 不受験者 

n26 n13 n10 n3 

とても役に立った 3 (11.5%) 3 (23.1%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

まあまあ役に立った 4 (15.4%) 1 (7.7%) 2 (20.0%) 1 (33.3%) 

見たが、あまり役に立たなかった 2 (7.7%) 1 (7.7%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 

見たが、まったく役に立たなかった 2 (7.7%) 1 (7.7%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 

見なかった 15 (57.7%) 7 (53.8%) 6 (60.0%) 2 (66.7%) 
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見たが、あまり役に立たなかった 見たが、まったく役に立たなかった
見なかった

（人） 

○とても役に立った 

・ X という媒体での投稿が日常の中でとても目につきやすく、日々の「勉強しなきゃ！」と思うきっかけに

なった。 

○見たが、まったく役に立たなかった 

・ タイムラインに流れていたとしても、他の投稿に紛れて一回一回アカウントに飛ばなければ情報が見れ

なかった。 

○見なかった 

・ X をあまり見ないのでフォローしていませんでした。 
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※問 18 「YouTube による情報発信等の受験勉強への貢献度」のつづき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「とても役に立った」と回答したのは、合格者であるモニターのみであった。 

【参考】 YouTube の本格配信開始時期との関係 

・ YouTube（「ソーシャルワークちゃんねる」（運営者：本連盟）は、2023年（令和5）年末頃より、「国試応援！【一

問一答道場】」（約１ヵ月間毎日配信／本年度新規取組）や「国家試験【合格祈願の旅】」、「超直前！国試受

験生・大応援メッセージ！2024』」等を集中的に配信した。一方、モニターに対する SNS 閲覧勧奨は、同年 9

月下旬頃から開始した。SNS の閲覧勧奨は、モニタリング実施期間を通じて行ったが、配信が本格化する前

に閲覧の開始・継続の判断が行われた可能性がある。 

 

問 19  問 18 の回答を選んだ理由をご記入ください 

○見たが、あまり役に立たなかった 

・ あまり見れていなかったから頭に入らなったため。 

○見たが、まったく役に立たなかった 

・ あまり必要性を感じなかった。 

【関連】 問 29（モニタリングへの参加についての感想、意見等）の回答（抜粋） 

・ 前年度受験をした時よりも仕事量が増えたり、周囲に受験者がいないことでモチベーションを維持すること

が非常に難しかったのですが、定期的に届くメールや YouTube の動画に何度も救われました。 

 

問 20  「Instagram」による情報発信等の受験勉強への貢献度についてお答えください 

  
全体 合格者 不合格者 不受験者 

n26 n13 n10 n3 

とても役に立った 2 (7.7%) 2 (15.4%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

まあまあ役に立った 2 (7.7%) 1 (7.7%) 0 (0.0%) 1 (33.3%) 

見たが、あまり役に立たなかった 2 (7.7%) 1 (7.7%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 

見たが、まったく役に立たなかった 2 (7.7%) 1 (7.7%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 

見なかった 18 (69.2%) 8 (61.5%) 8 (80.0%) 2 (66.7%) 
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※問 20 「Instagram による情報発信等の受験勉強への貢献度」のつづき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ４つの合格応援 SNS の中で、「見なかった」が最も多かった。 

 

問 21  問 20 の回答を選んだ理由をご記入ください 

 

 

 

 

 

 

 

問 22  「学習支援ツール活用ガイド」の受験勉強への貢献度についてお答えください 

  
全体 合格者 不合格者 不受験者 

n26 n13 n10 n3 

とても役に立った 4 (15.4%) 3 (23.1%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 

まあまあ役に立った 13 (50.0%) 5 (38.5%) 6 (60.0%) 2 (66.7%) 

使ったが、あまり役に立たなかった 3 (11.5%) 2 (15.4%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 

使ったが、まったく役に立たなかった 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

使わなかった 6 (23.1%) 3 (23.1%) 2 (20.0%) 1 (33.3%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 回答者全体の約 4 分の 3 が「学習支援ツール活用ガイド」が使用し、約 4 分の 1 が使用しなかった。 
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（人） 

○見たが、あまり役に立たなかった 

・ あまり頻回に更新されていなかった印象のため。 

○見たが、まったく役に立たなかった 

・ あまり必要性を感じなかった。 

○見なかった 

・ Instagram を見ないのでフォローしていませんでした。 
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・ 使用した 20 名（100%）のうち、17 名（85%）は「役に立った」と回答し（とても 4 名、まあまあ 13 名）、3 名（15％）

は「あまり役に立たなかった」と回答した。 

 

問 23  「学習支援ツール活用ガイド」の改善提案がありましたら記入してください 

 

 

 

問 24  「定期メール」の受験勉強への貢献度についてお答えください 

  
全体 合格者 不合格者 不受験者 

n26 n13 n10 n3 

とても役に立った 8 (30.8%) 5 (38.5%) 2 (20.0%) 1 (33.3%) 

まあまあ役に立った 12 (46.2%) 5 (38.5%) 6 (60.0%) 1 (33.3%) 

読んだが、あまり役に立たなかった 4 (15.4%) 3 (23.1%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 

読んだが、まったく役に立たなかった 1 (3.8%) 0 (0.0%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 

読まなかった 1 (3.8%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 1 (33.3%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 回答者 26 名中、25 名の回答者が「定期メール」を読んだとの回答があった。なお、定期メールは 10 回送信

したが、本調査ではどの程度読んだかまでは尋ねていない。 

・ 同じく回答者 26名中、8割弱の 20名が「定期メール」が役に立ったと回答した（とても 8名、まあまあ 12名）。 

・ なお、モニタリング開始当初は、定期メールを含む本連盟からのメールが読まれないことがあったため、協力

校の教員（本事業委員会委員）より各モニターに対し、メールの内容を確認するよう連絡したことを付記する。 

 

問 25  「定期メール」の改善提案がありましたらご記入ください 

 

 

【関連】 問 29（モニタリングへの参加についての感想、意見等）の回答（抜粋） → 次ページ 

・ 働きながらの受験ということで勉強時間の確保やモチベーションの維持に苦労し、合格できるかの不安を

強く感じていましたが、定期的にメールなどにおいて励ましのメッセージなどを頂けたことで安心できていた

・ 勉強の流れなども書いてあり、中身も見やすかったと思う。 
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（人） 

・ 面白い内容もあったが、若干プレッシャーに感じる時もあった。 
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と思います。ありがとうございました。 

・昨年は 1 人で勉強してたので、定期的なメールに元気をもらっていました。ありがとうございました。 

・前年度受験をした時よりも仕事量が増えたり、周囲に受験者がいないことでモチベーションを維持すること

が非常に難しかったのですが、定期的に届くメールや YouTube の動画に何度も救われました。 

 

問 26  学習支援ツールは、「受験勉強の意欲の維持」「受験勉強の時間の確保」「受験勉強の方法の確立」等、

働きながら国家試験を受験する難しさの軽減・解消に役立ちましたか 

  
全体 合格者 不合格者 不受験者 

n26 n13 n10 n3 

とても役に立った 6 (23.1%) 5 (38.5%) 1 (10.0%) 0 (0.0%) 

まあまあ役に立った 10 (38.5%) 5 (38.5%) 4 (40.0%) 1 (33.3%) 

あまり役に立たなかった 6 (23.1%) 2 (15.4%) 3 (30.0%) 1 (33.3%) 

まったく役に立たなかった 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 

使わなかった 4 (15.4%) 1 (7.7%) 2 (20.0%) 1 (33.3%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 回答者全体の約６割が、学習支援ツールは、働きながら国家試験を受験する難しさの軽減・解消に役立っ

たと回答した（とても 23.1%、まあまあ 38.5%）。 

・ わずかな違いではあるが、合格者のほうが学習支援ツールは、働きながら国家試験を受験する難しさの軽

減・解消の役に立ったと回答したモニターの割合が高い。 

 

問 27  働きながら国家試験を受験する難しさの軽減・解消にどのように役立ちましたか 

○とても役に立った 

・ 勉強から離れてしまい、勉強法の確立が難しくなっていたが、モニターになったことで徐々に勉強法が

固まり結果に繋げることができたため。  

・ 過去問題だけでなく動画講義などを利用することで、より理解を深めることにつながったと思います。ま

た、モチベーションを保つという面においても役立つものでした。 

○まあまあ役に立った 

・ 効率的に学べた。 
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・ 講師の方々のアドバイスを聞くことができたため、内容を多く詰め込みすぎず試験に出そうなポイントを

覚えることに繋がり心に少しゆとりを持って臨めました。 

・ 要点だけをまとまって知ることができてよかった。 

○あまり役に立たなかった 

・ 休みの日となると、仕事の疲れで勉強に取り組むまでに時間が掛かってしまったので、強制的にやらせ

るものが欲しかった。 

・ 働きながら受験する難しさに対する学習支援ツールの活用効果として、「勉強法の確立」、「より理解を深め

る」、「モチベーションの維持、効率」、「ポイントを覚える」、「要点をまとめて知る」ことが挙げられている。 

 

問 28  今回のモニタリングで提供した学習支援ツールのほかに、受験勉強に役立った教材や、学習方法があ

りましたら記入してください 

・ 他社（※）のテキストや問題集も利用しました。 

・ 他社の参考書（※）を辞書代わりとして使い、ポイントブックに追加で覚えたいことを書き込んで使用した。 

・ 過去問題集を中心に取り組んでいました。 

・ 過去問アプリケーション。 

・ 過去問集と過去に合格した人のまとめノートを使用した。 

※社名、書名の記載があったが、本報告書の性格上、記載を差し控えた 

 

問 29  問 28 までにご回答いただいたことのほかに、モニタリングへの参加についての感想、意見等がありまし

たらご記入ください 

【モチベーション維持に役立った等】 

・ 働きながらの受験ということで勉強時間の確保やモチベーションの維持に苦労し、合格できるかの不安を

強く感じていましたが、定期的にメールなどにおいて励ましのメッセージなどを頂けたことで安心できていた

と思います。ありがとうございました。 

・ 昨年は 1 人で勉強してたので、定期的なメールに元気をもらっていました。ありがとうございました。 

・ 前年度受験をした時よりも仕事量が増えたり、周囲に受験者がいないことでモチベーションを維持すること

が非常に難しかったのですが、定期的に届くメールやYouTubeの動画に何度も救われました。そのほかに

もテキストや模試の過去問題も有効活用させていただきました。モニタリングに参加させていただき、ありが

とうございました。 

・ このような機会をいただけて学習材料がある事と、働きながらの受験に向けて備えることができました。あり

がとうございます。 

・ 1 人では勉強を持続出来なかったり、勉強方法が分からず困っていたと思います。自分以外にも頑張って

いる仲間がいる。という感覚も、やる気に繋がりました。支えて下さりありがとうございます。 

・ モニターをきっかけに受験をして合格できました。ありがとうございました。 

・ お陰様で無事に合格できました。本当にありがとうございました。 
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・ この度は合格へご支援頂きまして、ありがとうございました。カリキュラムが変わる前に合格できて大変嬉し

かったです。本当にありがとうございました！ 

・ この度はモニターとして参加させて頂きましたが、実力が足りず不合格となりました。せっかく応援頂いたに

も関わらず結果を出せずに申し訳ありませんでした。大変お世話になりました。ありがとうございました。 

・ 今回は無料でモニターをさせていただいたにも関わらず活かしきれなくてすみません。モニターをさせてい

ただいて、早めに資格取得はしといた方がいいとは思いますが、若い人ほど休日の時間確保と金銭面は

苦労するんじゃないかと思いました。厚かましいお願いではありますが、その点一考いただけたらと思いま

す。 

・ モニタリング参加させていただきながら、試験を受けることができなかったため、大変申し訳なく思っており

ます。 

 

 

 

２－２ 調査票 

２－２－１ 毎月アンケート調査票  【p.180】 

２－２－２ 全体アンケート調査票  【p.200】 
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資 料 編 

既卒者の学習支援ツール活用状況に関する協力校
モニタリングについて（実施要項） 【p.208】 

養成校モニタリング参加者（モニター）宛て定期送信
メール（１～10 号） 【p.211】 
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既卒者の学習支援ツール活用状況に関する協力校モニタリングについて（実施要項） 

2023.7.27 

１．目 的

○「国家試験受験集中講座」、「全国統一模擬試験」等の学習支援ツールを一つのパッケージと

して活用して学習した場合の使用感の把握、効果の確認を目的に行う。

２．対 象

①2022 年度までに社会福祉士養成課程を修了し、2021 年 3 月から 2023 年 3 月までに卒業し

た方（2020～2022 年度卒業生）のうち、次のいずれかに該当する方で、第 36 回社会福祉士

国家試験（2024 年 2 月）を受験する方を対象とする

ア）これまでに社会福祉士国家試験を受験した方で未合格の方

イ）これまでに社会福祉士国家試験を受験したことのない方

②モニタリング参加者の総数は、100 名程度とする。

③学校単位でモニタリング参加者募集に協力いただく場合、1 校当たりのモニタリング参加者

の上限は、50 名程度とする（協力校ごとに状況に応じて必要な調査を行う）。

④モニタリング協力校が対象の拡大を希望する場合は、2019 年度以前の卒業生で、上記①のア

またはイに該当する方を対象とする。

３．モニタリング参加条件 （モニタリングの内容）

（1）モニタリング参加者

下記の①から④のすべてに同意し、かつ実行することが可能な方をモニタリング参加者とする。 

①本連盟が頒布または実施する複数の学習支援ツール（別記）をすべて使用し、社会福祉士国家

試験合格のための受験勉強を行う。

※有償の学習支援ツールについては、参加者に限り、すべて無償で提供する。

※①から③の学習・報告が行われない場合、無償提供ツールの返却を求めることがある。

②学習支援ツールの活用状況をメールで本連盟に直接報告する。

③国家試験の受験の状況および合否を本連盟に報告する。

④上記①から③に関する連絡・送付先として、氏名、住所、メールアドレスを本連盟に開示する。
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― モニタリング参加者が使用する学習支援ツール ― 

ア）社会福祉士・精神保健福祉士 合格完全ガイド 2024 年 2 月試験向け

：受験対策に役立つ学習支援ツールの情報を集めたリーフレット。学習計画表記入欄あり。

試験日に向けた目標・学習計画を記入し、ご自身の計画に沿って学習を進めていただく。 

イ）社会福祉士・精神保健福祉士 国家試験受験集中講座（VOD＋PointBook）＊1

：スキマ時間などを使い、科目ごとに VOD（ビデオオンデマンド）方式で配信される受験

対策講義動画を視聴していただき（PointBook（動画視聴用テキスト）も併用）、各科目

の中で復習が必要な項目・範囲を確認していただく。

ウ）社会福祉士・精神保健福祉士 全国統一模擬試験＊２

：実際の国家試験に近い設定・内容により、学習の成果を確認していただく。苦手科目や

学習が不十分な項目・範囲（重点的に復習すべき事項）を確認していただき、その後の

学習に役立てていただく。

エ）模擬試験 過去問題（３年分）

：個々の参加者が自身の学習の進捗状況に応じ、上記ウと同様、学習成果の確認、要復習

事項の洗い出しを行い、その後の学習に役立てていただく。

オ）合格応援プロジェクト（SNS）への登録

：LINE、twitter、Instagram、YouTube による応援メッセージやお役立ち情報を閲覧・視聴

していただく。

＊1  8 月 1 日より段階的に動画配信を開始。9 月 1 日より PointBook 送付開始 
＊２ 10～11 月に実施 
※学習支援ツールは、モニタリング参加者決定後、順次発送する（既刊のものは一括送付）

参考：学習支援ツールの通常販売価格（モニタリング参加者にはすべて無償提供）

ア）社会福祉士・精神保健福祉士 合格完全ガイド 2024 年 2 月試験向け【通常：無償頒布】

イ）社会福祉士・精神保健福祉士 国家試験受験集中講座【通常：有償頒布】

◎ 共通科目 VOD 視聴権＋PointBook 16,500 円（税込） 

◎ 社会福祉士専門科目 VOD 視聴権＋PointBook 12,000 円（税込） 

※ 精神保健福祉士専門科目 VOD 視聴権＋PointBook 定価 9,000 円（税込） 

ウ）社会福祉士・精神保健福祉士 全国統一模擬試験【通常：有償頒布】

◎ 共通科目＋社会福祉士専門科目受験料 6,900 円（税込） 

※ 共通科目＋社会福祉士専門科目＋精神保健福祉士専門科目受験料 11,500 円（税込） 

エ）模擬試験 過去問（通常価格）【通常：有償頒布】

◎ 共通科目、社会福祉士専門科目、精神保健福祉士専門科目 各 1,500 円（税込）

（3 科目 1 年分 4,500 円（税込）） 

オ）合格応援プロジェクト（SNS）への登録【通常：無償頒布】

⇒ 通常価格合計（共通科目＋社会福祉士専門科目の場合）44,000 円 （全科目の場合）62,500 円
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【備考１：個人情報の取り扱い】

▽モニタリングのために収集した個人情報は、モニタリング参加者本人、本連盟、協力校（参

加者が卒業した学校）との連絡、学習支援ツール等の送付、本事業に関連したアンケート

等、本事業の実施のためにのみ使用し、他の目的のために使用しません。

▽本調査事業の報告書においてモニタリングの結果を報告する場合、個人が特定される情報

は記載しません。

▽収集した個人情報は、厚生労働省に対する本事業の報告が完了した後、すべて消去します。 

（2）モニタリング協力校

①上記２（2）対象者に対し、モニタリングの実施及び参加者の募集についてご案内いただく。 

②参加希望者をとりまとめのうえ、本連盟に参加希望者名簿により報告していただく。参加希

望者名簿の記載事項は、以下のとおりとする。

・氏名（漢字・読み）

・連絡先メールアドレス、学習支援ツール送付先住所・電話番号

・卒業年月

・国家試験受験回数

・現在の勤務先（福祉関係、その他）

・ソ教連「国家試験受験集中講座」、「全国統一模擬試験」の申込の有無と申込先

（すでに個人または学校単位でお申し込みいただいているか否か）

③参加者に対し、学習支援ツールの活用を定期的に働きかけていただく。また、学習支援ツール

の活用方法に関する助言や、質問への対応を行っていただく。

④参加者の学習支援ツールの活用状況報告が行われない場合の状況確認にご協力いただく。

【備考２：モニタリング結果の公表】

▽本調査事業の報告書においてモニタリングの結果を報告する場合、学校の名称、教員の氏

名等、学校及び個人を特定できる情報は記載しない。

【備考３：モニタリング参加者募集に係る費用】

▽協力校からモニタリング対象者に対し、参加募集に必要な文書等を送付する場合、対象者

数（送付先数）・送付方法に応じ、必要な経費を協力校に支払う。

以上
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社会福祉士学校養成所の既卒者に対する国家資格取得支援の在り方に関する調査研究事業 

実施報告書 

2024(令和 6)年 3 月 

厚生労働省 令和５年度 生活困窮者就労準備支援事業費等補助金(社会福祉推進事業分) 

一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟 

〒108-0075東京都港区港南 4－7－8 都漁連水産会館 6 階 

電話：03－5495－7242 FAX：03－5494－7219 

E-mail：jimukyoku@jaswe.jp Website：socialworker.jp
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